
まちの総合情報誌
KUMIYAMA TOWN PUBLIC RELATIONS

主な内容
平成 26 年度 町の予算
公共下水道、全体計画の 95％が整備完了
災害時の避難場所を一部変更
企業の町内移転や進出をサポート
図書館コーナー
インフォメーション
保健予防のコーナー
みんなの広場
温室効果ガスの削減にご協力ください
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　3月8日、佐山仲よし学級（71人）では、3 月で卒級する４年
生と名残を惜しんで「お別れ会＆お楽しみ会」がおこなわれまし
た。
　体育館でじゃんけん列車などで楽しく遊び、1年間お世話に
なった最年長の４年生６人を笑顔で送りました。

笑顔で卒級生を送る
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堅
実
な
中
に
も
、
安
全
・
福
祉
・
教
育
な
ど
積
極
配
分

平
成
26
年
度

町
の
予
算

継
続
性
の
あ
る
行
財
政
基
盤
の
構
築
を

　

こ
の
よ
う
な
財
政
状
況
に
お
き
ま
し
て
、

平
成
26
年
度
の
当
初
予
算
編
成
に
あ
た
り

ま
し
て
は
、
本
町
の
歳
入
の
多
く
を
占
め

る
町
税
収
入
が
前
年
度
当
初
と
比
べ
て
約

1
億
9
０
０
万
円
の
増
収
と
な
る
見
込
み
で

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
税
収
額
は
依
然
と
し
て

低
く
、
ま
た
、
平
成
25
年
度
の
決
算
見
込
み

に
つ
き
ま
し
て
も
、
現
時
点
で
財
政
調
整
基

金
か
ら
4
億
円
程
度
の
基
金
を
繰
入
れ
て
お

3月議会で施政方針を
述べる信貴町長

　

本
年
は
、町
制
施
行
60
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

昭
和
28
年
の
台
風
に
よ
り
壊
滅
的
な
被
害

を
受
け
た
佐
山
村
と
御
牧
村
が
、
翌
29
年
に

合
併
し
て
誕
生
し
た
久
御
山
町
は
、
先
人
の

不
屈
の
努
力
に
よ
り
、
今
日
の
す
ば
ら
し
い

ま
ち
の
礎
が
築
か
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

改
め
ま
し
て
、
こ
の
発
展
を
未
来
に
向

か
っ
て
継
続
し
て
い
く
た
め
、
誠
心
誠
意
の

努
力
で
も
っ
て
行
財
政
運
営
に
取
り
組
ん
で

ま
い
る
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
町
の
財
政
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

　
信
貴
町
長 

施
政
方
針

                      

（
要
旨
）

成
24
年
度
決
算
に
お
い
て
町
税
収
入
が
前
年

度
と
比
較
し
て
約
１
億
１,
0
0
0
円
の
減

収
と
な
り
、
実
質
単
年
度
収
支
額
は
5
年
連

続
し
て
の
赤
字
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
経
常
収
支
比
率
も
95.

8
％
と
過

去
最
高
（
高
い
ほ
ど
自
由
度
が
な
く
な
る
）

の
比
率
と
な
り
、
財
政
の
硬
直
化
が
よ
り
一

層
進
む
な
ど
、
極
め
て
厳
し
い
財
政
運
営
を

強
い
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

り
、
6
年
連
続
し
て
実
質
単
年
度
収
支
が
赤

字
と
な
る
こ
と
が
危
ぐ
さ
れ
る
状
況
に
あ
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
こ
数
年
に
お
き
ま
し
て

は
、
ま
ず
は
財
政
調
整
基
金
に
依
存
し
な
い

堅
実
な
財
政
基
盤
を
確
立
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
第
５
次
行
政
改
革
大
綱

及
び
そ
の
実
行
計
画
に
基
づ
き
、
徹
底
し
た

行
財
政
改
革
を
進
め
る
う
え
で
、
先
の
公
開

事
業
診
断
の
提
言
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
敬
老

金
支
給
事
業
や
産
地
確
立
対
策
事
業
な
ど
事

務
事
業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
に
徹
し
、

継
続
性
の
あ
る
安
定
し
た
行
財
政
基
盤
の
構

築
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
加
え
て
、
常
勤
の
特
別
職
及
び
教
育

長
の
給
与
な
ど
の
引
き
下
げ
を
お
こ
な
う
と

と
も
に
、
引
き
続
き
、
経
常
経
費
の
マ
イ
ナ

ス
５
％
シ
ー
リ
ン
グ
を
お
こ
な
う
な
ど
、
堅

実
な
予
算
編
成
を
お
こ
な
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

本
年
度
の
重
点
施
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

事
業
効
果
、
優
先
順
位
を
念
頭
に
置
き
な
が

ら
、
安
全
・
安
心
に
関
す
る
各
施
策
を
は
じ

め
、
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
等
へ
の
各
種

福
祉
施
策
、
教
育
・
学
習
環
境
の
充
実
な
ど

に
積
極
的
な
予
算
配
分
を
お
こ
な
い
、ま
た
、

緊
急
性
や
必
要
性
に
つ
い
て
十
分
検
討
し
た

う
え
で
、
事
業
の
継
続
や
、
新
た
な
事
業
の

立
案
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
財
政
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町

税
収
入
な
ど
の
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
る

と
と
も
に
、
真
に
求
め
ら
れ
る
住
民
サ
ー
ビ

ス
を
精
査
し
な
が
ら
、
収
入
に
見
合
う
歳
出

予
算
と
な
る
よ
う
、
行
財
政
改
革
に
不
断
の

努
力
で
取
り
組
み
、
持
続
可
能
で
健
全
な
財

政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ま
の
さ
ら
な
る
ご
指
導
と
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
当
初
予
算
が
、町
議
会
3
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
当
初
予
算
額
は
、
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
、
企
業
会
計
の
総

額
1
1
6
億
5,
5
3
3
万
円（
1
万
円
以
下
四
捨
五
入
。
以
下
同
じ
）で
、

前
年
度
と
比
較
し
て
3
億
5,
1
5
9
万
円（
2.
9
％
）の
減
少
と
な
り
ま

し
た
。
引
き
続
き
厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か
で
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
か

つ
効
率
的
な
活
用
に
努
め
、
堅
実
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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■会計別予算額

教育や福祉の充実など積極的に進めます

　

一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
65
億

7
0
0
万
円
で
、前
年
度
比
2
億

6,
1
0
0
万
円（
3.9
％
）の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、町
税
で
前
年
度
よ
り
1
億

8
3
2
万
円（
2.5
％
）増
の
44
億
9
4
0
万
円

（
歳
入
全
体
の
67.
8
％
）を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
障
害
者
自
立
支
援
給
付

費
国
庫
負
担
金
や
児
童
手
当
国
庫
負
担
金
な

ど
4
億
5,
3
6
8
万
円（
同
7.0
％
）、府
支
出

金
は
、
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
府
費
負
担

金
、児
童
手
当
府
費
負
担
金
な
ど
合
計
3
億

5,
0
2
4
万
円（
同
5.4
％
）と
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
消
費
税
交
付
金
は
、4
月
か
ら
の

消
費
税
増
税
に
よ
る
増
加
分
を
見
込
ん

で
6,
2
9
4
万
円（
17.
7
％
）
増
の
4
億

1,
9
3
4
万
円（
同
6.4
％
）と
し
て
い
ま
す
。

　

財
源
不
足
を
補
う
た
め
、財
政
調
整
基
金
な

ど「
町
の
預
金
」か
ら
の
繰
入
金
は
、前
年
度
よ

り
1
億
8,
6
5
0
万
円（
31.
8
％
）減
額
し

て
、4
億
56
万
円（
同
6.1
％
）と
し
て
い
ま
す
。

　

歳
出
を
性
質
別
に
み
る
と
、義

務
的
経
費
に
あ
た
る
人
件
費
は
、特

別
職
の
給
料
引
き
下
げ
や
職
員
の
地
域
手
当

の
削
減
な
ど
に
よ
り
前
年
度
よ
り
4,
7
1
1

万
円（
2.4
％
）減
の
19
億
5,
5
8
4
万
円（
歳

出
全
体
の
30.
1
％
）。
児
童
手
当
な
ど
福
祉

的
な
経
費
に
充
て
る
扶
助
費
は
、2,
3
9
7

万
円（
3.2
％
）
減
の
7
億
3,
1
5
8
万
円

（
同
11.
2
％
）、「
借
金
」返
済
の
公
債
費

は
2,
0
8
7
万
円（
3.9
％
）
増
の
5
億

5,
8
9
9
万
円（
同
8.6
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
社
会
資
本
整
備
に
当
て
ら
れ
る
普
通

●
一
般
会
計

前
年
度
比
3.9
％
減
の
65
億
7
0
0
万
円

歳
入

歳
出

会計名 予算額 前年度対比
一般会計 65 億　700 万円 △ 3.9％

特
別
会
計

国民健康保険 (事業勘定） 20 億 9,560 万円 △ 0.7％

三郷山財産区 467 万円 1.5%

公共下水道事業 8億 7,760 万円 △ 1.8％

介護保険 11 億 2,260 万円 8.9%

後期高齢者医療 1億 8,230 万円 9.8%

　　　　　　計 42 億 8,277 万円 1.8%

企業会計　水道事業 8億 6,556 万円 △ 16.2％

　　　　　　合計 116 億 5,533 万円 △ 2.9％

（
4
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

歳入 65億 700 万円

歳出 65 億 700 万円（性質別内訳）

■町税　44億 940 万円
67.8%

■物件費
　16億 939 万円
　24.7%

■繰入金
　4億 56 万円
　6.1%

■扶助費
　7億 3,158 万円
　11.2%

■国庫支出金
　4億 5,368 万円
　7.0%

■繰出金
　5億 2,283 万円
　8.0%

■地方消費税交付金
　4億 1,934 万円
　6.4%

■補助費等
　8億 4,316万円
　13.0%

■府支出金
　3億 5,024 万円
　5.4%

■公債費
　5億 5,899 万円
　8.6%

■貸付金
　8,570 万円
　1.3%

■普通建設事業費
　8,569 万円
　1.3%

■諸収入
　1億 2,517 万円
　1.9%

■その他
　1億 1,382 万円
　1.8%

■使用料及び手数料
　9,087 万円
　1.4%

■分担金及び負担金
　7,088 万円
　1.1%

■その他
　1億 8,686 万円
　2.9%

■人件費
　19億 5,584 万円
　30.1%
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建
設
事
業
費
は
、
前
年
度
で
久
御
山
中
学
校
体

育
館
の
耐
震
補
強
工
事
が
完
了
し
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
、3
億
5,
0
0
7
万
円（
80.
3
％
）減

の
8,
5
6
9
万
円（
同
1.3
％
）と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、事
業
の
委
託
経
費
や
備
品
購
入

な
ど
の
物
件
費
は
7,
6
0
8
万
円（
5.0
％
）

増
の
16
億
9
3
9
万
円（
同
24
.
7
％
）

と
し
、補
助
金
や
負
担
金
な
ど
の
補
助
費

等
は
6,
4
8
7
万
円（
8.3
％
）
増
の
8
億

4,
3
1
6
万
円（
同

13.0
％
）、特
別
会
計
へ
の

繰
出
金
は
3
0
3
万
円（
0.6
％
）減
の
5
億

2,
2
8
3
万
円（
同
8.0
％
）と
し
て
い
ま
す
。

　　

5
つ
の
特
別
会
計
の
合
計
は
、
42
億

8,
2
7
7
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て

7,
6
5
7
万
円（
1.8
％
）増
加
し
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、
近
年
の
医
療

費
の
伸
び
が
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る
状
況
を
踏

ま
え
て
、前
年
度
に
引
き
続
き
税
率
を
改
正
し
、

健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

　

予
算
総
額
は
20
億
9,
5
6
0
万
円
で
、前
年

度
比
1,
5
5
0
万
円（
0.7
％
）減
少
し
て
い
ま
す
。

　

医
療
費
の
抑
制
に
向
け
て
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
利
用
差
額
通
知
や
柔
道
整
復
師
利

用
の
適
正
化
に
向
け
た
周
知
な
ど
を
お
こ
な

い
ま
す
。
ま
た
、特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導

の
受
診
率
向
上
の
啓
発
や
、
生
活
習
慣
病
予

防
等
保
健
指
導
を
進
め
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
は
、
前
年
度

に
比
べ
1,
6
4
0
万
円（
1.8
％
）減
の
8
億

7,
7
6
0
万
円
で
す
。現
在
、全
体
計
画
の

9
割
以
上
の
区
域
で
供
用
開
始
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
年
度
は
引
き
続
き
、
東
一
口
地
区
で

整
備
を
進
め
ま
す
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計
は
、
11
億
2,
2
6
0

万
円
で
、前
年
度
よ
り
9,
2
2
0
万
円（
8.9
％
）

増
加
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
各
種
教
室
な

ど
介
護
予
防
事
業
を
開
催
し
、
地
域
で
明
る
く

元
気
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
支
援
し
ま
す
。

●
特
別
会
計

●
平
成
26
年
度
の
主
な
事
業

( 労働費 563万円、予備費 2,500万円）
その他　3,063 万円 0.5%

公債費　5億5,899万円

教育費　8億9,748万円

消防費　３億6438万円

土木費　5億1,921万円

商工費　2億1,851万円
農林水産業費　1億3,652万円

衛生費　5億7,073万円

民生費　21億3,695万円

総務費　9億4,329万円

議会費　1億3,031万円

8.6％

13.8％

5.6％

8.0％

3.3％
2.1%

8.8％

32.8％

14.5％

2.0％

一
般
会
計
65
億
7
0
0
万
円

 

こ
の
よ
う
に
使
い
ま
す

元気で活動的な生活を応援。いきいきホールの教室

幼児期の保育・教育を総合的に推進

引き続き、産業祭の支援も
山田家住宅の保存・修復に向け
調査設計を

消防団と連携し消防力を強化

久御山中学校の英語授業。新年度から英検検定料を補助

少人数授業など教育環境を整備乳幼児の健康増進を

■一般会計歳出の目的別内訳
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・
バ
ス
事
業
シ
ス
テ
ム
導
入
補
助

　

…
IC
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
等
導
入
補
助
金
で
す
。

・
橋
梁
長
寿
命
化
事
業(

設
計
業
務)

　

…
町
が
管
理
す
る
橋
梁
の
予
防
的
な
修
繕
や
改
修
設
計
を
お

　

こ
な
い
ま
す
。

・
道
路
橋
梁
新
設
改
良
整
備
事
業

　

…
宮
ノ
後
・
北
畑
線
の
舗
装
改
良
、
北
川
顔
・
東
一
口
線
道

　

路
改
良
、
場
外
１
号
線
自
転
車
・
歩
行
者
道
測
量
設
計
な
ど

　

を
お
こ
な
い
ま
す
。

・
個
性
あ
ふ
れ
る
公
園
整
備
事
業

　

…
東
一
口
北
公
園
改
修
測
量
設
計
を
お
こ
な
い
ま
す
。

・
排
水
路
等
改
修
整
備
事
業

　

…
東
一
口
2
号
線
排
水
路
整
備
工
事
な
ど
を
進
め
ま
す
。

・
交
通
安
全
施
設
維
持
管
理
事
業

　

…
交
通
安
全
灯
や
標
識
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど
の
維
持
管
理

　

と
と
も
に
、
計
画
的
に
L
E
D
街
路
灯
へ
取
り
換
え
ま
す
。

消
防
費

・
消
防
機
械
器
具
等
整
備
事
業

・
消
防
水
利
増
強
整
備
事
業

教
育
費

・
小
学
校
学
力
向
上
対
策

　

…
少
人
数
授
業
を
実
施
し
ま
す
。　

・
中
学
校
学
力
向
上
対
策

　

…
全
校
生
徒
を
対
象
に
、
英
検
検
定
料
を
補
助
し
ま
す
。

・
中
学
校
情
報
教
育
環
境
整
備
事
業

　

…
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
教
室
の
機
器
の
更
新
な
ど
を
し
ま
す
。 

・
図
書
館
図
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
更
新

・
総
合
体
育
館
フ
ッ
ト
サ
ル
用
防
球
柵
等
設
置
工
事
等

・
町
民
プ
ー
ル
テ
ン
ト
張
替
工
事

・
山
田
家
住
宅
保
存
・
修
復
調
査
設
計
業
務

1
6
6
万
円

2
0
0
万
円

2,
6
6
3
万
円

1
0
8
万
円

9
7
6
万
円

1,
1
6
6
万
円

1,
7
9
2
万
円

4
1
7
万
円

1,
1
9
9
万
円

48
万
円

7
9
7
万
円

1
6
8
万
円

3
9
7
万
円

 

2
4
8
万
円

3
0
2
万
円

議
会
費

・
議
会
広
報
事
業

…
年
4
回
の
議
会
だ
よ
り
の
発
行
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載

　

な
ど
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

総
務
費

・
町
制
施
行
60
周
年
記
念
事
業

　

…
記
念
式
典
や
記
念
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

・
町
制
施
行
60
周
年
記
念
冊
子
作
成

・
庁
舎
の
維
持
管
理

　

…
庁
舎
施
設
の
設
備
管
理
や
清
掃
、
議
場
音
響
・
映
像
シ
ス

　

テ
ム
の
更
新
設
計
を
お
こ
な
い
ま
す
。

・
第
5
次
総
合
計
画
策
定
業
務
等 

・
防
災
用
資
機
材
等
の
整
備

民
生
費

・
子
育
て
支
援
医
療
費
助
成
事
業

・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
支
給
等

　

…
消
費
税
の
引
き
上
げ
に
よ
る
子
育
て
世
帯
へ
の
影
響
緩
和

　

と
と
も
に
、
消
費
の
下
支
え
の
観
点
か
ら
臨
時
的
な
給
付
措

　

置
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

・
保
育
所
施
設
整
備
事
業

　

…
中
長
期
的
な
保
育
所
・
幼
稚
園
の
あ
り
方
や
施
設
整
備
に

　

つ
い
て
基
本
調
査
を
お
こ
な
い
ま
す
。

・
老
人
医
療
臨
時
特
例
助
成
事
業

　

…
本
年
度
か
ら
70
歳
か
ら
74
歳
の
医
療
費
窓
口
負
担
が
2

　

割
に
な
る
こ
と
か
ら
、
国
の
緩
和
措
置
に
該
当
し
な
い
70
歳

　

に
到
達
す
る
老
人
医
療
給
付
制
度
の
利
用
者
に
医
療
費
の
一

　

部
を
助
成
し
ま
す
。

・
地
域
生
活
支
援
事
業(

相
談
支
援
事
業)

　

…
障
害
の
あ
る
人
に
対
す
る
相
談
事
業
を
、
相
談
支
援
事
業

　

所
「
わ
お
」、地
域
療
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
う
ぃ
る
」
に
加
え
、

　

新
た
に
「
ら
・
ぽ
る
と
」
に
委
託
し
ま
す
。

・
障
害
者
自
立
支
援
事
業

　

…
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
自
立
支
援

　

医
療
費
や
補
装
具
の
給
付
な
ど
を
お
こ
な
い
ま
す
。

・
福
祉
医
療
費
助
成

1
9
6
万
円

4
7
5
万
円

 

87
万
円

7,
5
7
9
万
円

1,
1
2
7
万
円

2
7
5
万
円

4,
7
7
0
万
円

2,
1
8
1
万
円

5
0
0
万
円

1
2
0
万
円

3
8
0
万
円

2
億
5,
6
1
4
万
円

5,
3
5
5
万
円

・
障
害
者
基
本
計
画
策
定
業
務
等

・
地
域
福
祉
計
画
策
定
業
務

・
臨
時
福
祉
給
付
金
支
給
等

　

…
消
費
税
引
き
上
げ
に
対
す
る
低
所
得
者
へ
の
負
担
に
鑑 

　

み
、 

暫
定
的
・
臨
時
的
に
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

衛
生
費

・
予
防
接
種
事
業

　

…
予
防
接
種
の
実
施
や
妊
産
婦
健
康
診
査
、
パ
パ
・
マ
マ
教

　

室
の
開
催
な
ど
を
お
こ
な
い
ま
す
。

・
が
ん
検
診
事
業

・
家
庭
ご
み
収
集
事
業

農
林
水
産
業
費

・
久
御
山
町
農
業
振
興
施
策
対
策
事
業

　

…
農
業
団
体
等
が
実
施
す
る
農
業
施
設
や
機
械
等
の
整
備
に

　

補
助
し
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
認
定
農
業
者
を
対
象
と
し
た

　

補
助
を
お
こ
な
い
ま
す
。　
　

・
巨
椋
池
地
区
国
営
附
帯
府
営
農
地
防
災
事
業
推
進
事
業

・
久
御
山
ブ
ラ
ン
ド
推
進
事
業(

団
体
補
助)

　

…
町
特
産
農
作
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
販
路
拡
大
の
た
め
、
袋

　

詰
め
フ
ィ
ル
ム
や
ビ
ニ
帯
を
購
入
し
た
農
家
に
費
用
の
一
部

　

を
助
成
し
ま
す
。

商
工
費

・
中
小
企
業
者
資
金
低
利
融
資
事
業

　

…
中
小
企
業
経
営
の
た
め
に
、
必
要
な
資
金
融
資
を
受
け
た

　

人
に
対
し
、
そ
の
融
資
に
係
る
保
証
料
及
び
利
子
の
一
部
を

　

補
給
し
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
は
消
費
税
増
税
対
策
と
し
て

　

融
資
限
度
額
を
引
き
上
げ
ま
す
。

・
商
工
会
運
営
等
補
助
事
業

　

…
商
工
会
に
対
し
て
補
助
す
る
と
と
も
に
、
本
年
度
は
地
域

　

振
興
事
業(

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
、
産
業
祭)
の
補
助
を
し

　

ま
す
。

土
木
費

・
都
市
計
画
線
引
き
見
直
し
業
務

・
巡
回
バ
ス(

の
っ
て
こ
バ
ス)

運
行
事
業 

2
7
8
万
円

1
4
9
万
円

5,
3
1
8
万
円

3,
8
2
2
万
円

1,
3
9
3
万
円

8,
6
8
4
万
円

2
0
0
万
円

1,
5
2
2
万
円

 

2
7
5
万
円

1
億
4,
8
2
1
万
円

 

1,
8
1
3
万
円

4
1
0
万
円

 

3,
8
5
0
万
円
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公
共
下
水
道
、
全
体
計
画
の
95
％
が
整
備
完
了

全
項
目
で
基
準
に
適
合
、安
心
し
て

お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

消
費
税
引
き
上
げ
に
伴
い

上
下
水
道
料
金
等
を
改
定

25
年
度 

水
道
水
の
水
質
検
査
結
果

新
た
に
４.

41
㌶
使
用
可
能
に

快
適
で
住
み
よ
い
生
活
環
境
を
目
指
し
て
、

昭
和
57
年
度
か
ら
進
め
て
い
る
公
共
下
水
道

の
整
備
は
、4
月
1
日
か
ら
新
た
に
４
．41
㌶

町
で
は
、3
月
9
日
、ふ
れ
あ
い
交
流
館
ゆ

う
ホ
ー
ル
で「
久
御
山
町
男
女
共
同
参
画
フ

町
で
は
、住
民
の
皆
さ
ん
に
安
全
な
水

を
お
届
け
す
る
た
め
、水
道
法
に
基
づ
き
、

一
般
細
菌
や
大
腸
菌
を
は
じ
め
、味
や
臭

気
な
ど
50
項
目
の
検
査
基
準
項
目
に
つ
い

て
、定
期
的
に
水
質
検
査
を
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。

平
成
25
年
度
も
、全
て
の
検
査
項
目
、地

点
に
お
い
て
水
質
基
準
に
適
合
し
て
い
ま

す
の
で
、安
心
し
て
飲
み
水
や
炊
事
に
お

使
い
い
た
だ

け
ま
す
。

ま
た
、水
道

法
で
は
毎
年
、

水
質
検
査
計

画
の
作
成
が

義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、町
で
は
、こ
の
ほ

ど
、平
成
26
年
度
の
水
質
検
査
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。

検
査
結
果
と
26
年
度
の
水
質
検
査
計
画

は
、上
下
水
道
課
の
窓
口
や
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

今
後
も
よ
り
一
層
、安
定
し
た
水
質
管

理
を
お
こ
な
い
、安
全
で
お
い
し
い
水
を

お
届
け
し
ま
す
。�

問
合
せ
／
上
下
水
道
課

平
成
26
年
4
月
か
ら
消
費
税
率
が
5
％

か
ら
8
％
に
引
き
上
げ
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、上
下
水
道
料
金
等
を
改
定
し
ま
す
。

（
予
定
）の
地
域
で
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
、新
し
く
使
用
で
き
る
地
域
は
、東
一

口
の
一
部
で
、す
で
に
使
用
で
き
る
地
域
と

合
わ
せ
る
と
、町
全
体
で
４
９
７.

44
㌶
に
な

り
、全
計
画
面
積
の
約
95
％
が
整
備
さ
れ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

整
備
完
了
区
域
は
排
水
設
備
工
事
を

公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

地
域
の
ご
家
庭
や
事
業
所
な
ど
は
、ト
イ
レ
を

水
洗
化
し
、生
活
排
水
と
と
も
に
、公
共
下
水

道
管
に
接
続
す
る
た
め
の
排
水
設
備
工
事
を

お
こ
な
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
排
水
設
備
工
事
は
、公
共
下
水
道
が
使

用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
日
か
ら
、く
み
取
り

式
ト
イ
レ
は
3
年
以
内
、浄
化
槽
設
置
ト
イ
レ

は
6
か
月
以
内
に
お
こ
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

排
水
設
備
工
事
は
、町
の
指
定
を
受
け
た
排

水
設
備
指
定
工
事
業
者
で
な
い
と
施
工
で
き

ま
せ
ん
。
町
で
は
、現
在
１
１
９
業
者
を
指
定

し
て
い
ま
す
。
事
業
者
に
つ
い
て
は
上
下
水
道

課
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

下
水
道
使
用
料
は
２
か
月
ご
と
に

下
水
道
使
用
料
は
水
道
使
用
水
量
に
よ
っ

て
算
定
し
、2
か
月
ご
と（
偶
数
月
）に
水
道

料
金
と
一
緒
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

下
水
道
を
使
用
し
て
い
る
人
は
、定
期
的

に
排
水
設
備
の「
ま
す
」を
点
検
し
、必
要
に

応
じ
て
掃
除
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、「
ま

す
」の
上
に
移
動
が
で
き
な
い
も
の
な
ど
は

置
か
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

工
事
資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん
、利
子
を
補
給

水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
す
る
な
ど
の
排
水
設

備
工
事
で
、設
備
資
金
を
必
要
と
す
る
場
合

は
、町
内
の
金
融
機
関
に
融
資
あ
っ
せ
ん
を

す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

★
融
資
制
度
が
利
用
で
き
る
人

次
の
①
か
ら
⑤
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し

て
い
る
人
で
す（
工
場
や
事
業
所
は
対
象
外
）。

①�

町
内
に
住
所
が
あ
り
、独
立
し
た
生
計
を

営
ん
で
い
る
こ
と
。

②
町
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
。

③
償
還
能
力
が
あ
る
こ
と
。

④�

費
用
を
一
度
に
負
担
す
る
こ
と
が
困
難
で

あ
る
こ
と
。

⑤�

融
資
を
受
け
る
人
の
ほ
か
に
、返
済
能
力

の
あ
る
保
証
人
を
１
人
立
て
ら
れ
る
こ
と
。

融
資
の
限
度
額
／
工
事
費
用
の
範
囲
内
で

１
０
０
万
円
以
内（
1
万
円
単
位
）　

融
資

期
間
／
84
か
月（
7
年
）以
内（
6
か
月
単
位
）�

融
資
利
率
／
年
利
1.0
％　

償
還
方
法
／
元
利

均
等
月
賦
償
還　

利
子
補
給
／
融
資
を
受
け

た
と
き
か
ら
5
年
を
限
度
に
全
額
補
給
し
ま

す
。
申
込
／
工
事
契
約
の
と
き
、排
水
設
備

指
定
工
事
業
者
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

�

問
合
せ
／
上
下
水
道
課

男女共同参画フォーラム
標語の表彰や講演

◀
信
貴
町
長
か
ら
賞
状
を
受
け
る
受
賞
者

N
　　 新規供用開始区域

巨
椋
池
排
水
機
場

東
一
口
橋

安
養
寺

国
道
１
号

豊
吉
稲
荷
神
社国土交通省

久御山排水機場

中橋

前川橋

下五反田橋

東一口橋
東一口

大池神社
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7
月
の
検
針
分（
6
月
・
7
月
分
）か
ら

8
％
の
消
費
税
を
課
し
た
新
料
金
と
な
り

ま
す（
開
栓
日
、検
針
期
間
に
よ
り
一
部
異

な
り
ま
す
）。

引
き
続
き
、安
全
で
良
質
な
水
の
安
定

供
給
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
で
は
、避
難
場
所
を
7
か
所
設
定
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、被
害
の
状
況
に
よ
り
避

難
場
所
で
収
容
し
き
れ
な
い
場
合
に
、2
次

的
な
避
難
場
所（
大
災
害
避
難
場
所
）と
し
て
、

京
都
競
馬
場
と
陸
上
自
衛
隊
大
久
保
駐
屯
地

を
指
定
し
て
い
ま
し
た
が
、こ
の
ほ
ど
の
町

防
災
計
画
の
見
直
し
で
、同
駐
屯
地
を
大
災

害
避
難
場
所
か
ら
除
外
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

同
駐
屯
地
は
、災
害
時
の
人
員
・
車
両
・

機
材
を
集
積
さ
せ
る
自
衛
隊
の
災
害
活
動

拠
点
で
あ
り
、避
難
場
所
と
し
て
使
用
す
る

と
自
衛
隊
の
活
動
に
支
障
が
あ
る
こ
と
、ま

た
、避
難
者
の
安
全
面
で
も
問
題
が
あ
る
た

め
で
す
。

ま
た
、避
難
場
所
の
対
象
自
治
会
に
も
変

更
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
変
更
自
治
会
】

市
田
、鈴
間
、下
津
屋
サ
ン
ハ
イ
ツ
、林

問
合
せ
／
総
務
課

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
／
上
下
水
道
課

質
問
　
家
庭
等
の

水
道
工
事
は
、な
ぜ

指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
す
か
。

回
答　

水
道
水
は
、飲
用
の
た
め
、安
全

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
に
は
、適
正
な
給
水
設
備

を
設
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
国
家
資
格
で
あ
る「
給
水
装
置
工
事
主

任
技
術
者
」が
選
定
さ
れ
て
い
る
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
で
な
け
れ
ば
、給
水

装
置
に
関
す
る
工
事
が
で
き
な
い
こ
と
が

水
道
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

質
問
　
蛇
口
か
ら
水
が
漏
れ
て
い
る
の

で
、自
分
で
修
理
し
た
い
と
思
う
の
で
す

が
、ど
の
よ
う
に
し
た
ら
い
い
で
す
か
。

回
答　

ち
ょ
っ
と
し
た
水
漏
れ
で
も
水

道
料
金
等
が
、増
え
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

　

蛇
口
か
ら
の
水
漏
れ
は
、ほ
と
ん
ど
の

場
合
、蛇
口
の
中
に
あ
る
パ
ッ
キ
ン
が
す

り
減
っ
た
た
め
に
起
こ
り
ま
す
。
そ
の
場

合
は
、パ
ッ
キ
ン
を
新
し
い
も
の
に
取
り

換
え
れ
ば
直
り
ま
す
。

　

蛇
口
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、ご
自
分
で

も
修
理
で
き
ま
す
が
、シ
ン
グ
ル
レ
バ
ー

式
蛇
口
な
ど
の
特
殊
な
給
水
器
具
の
場
合

は
、指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者
で
の

修
理
を
お
勧
め
し

ま
す
。
問
合
せ
／

上
下
水
道
課

ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
し
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、ま
ず
昨
年
秋
に
募
集

し
た「
男
女
共
同
参
画
推
進
の
た
め
の
標
語
」

の
入
賞
者
の
表
彰
が
あ
り
、信
貴
町
長
か
ら

最
優
秀
賞
2
人
、優
秀
賞
7
人
、佳
作
賞
1
人

に
賞
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ラ
ス
に
よ
る

記
念
コ
ン
サ
ー
ト
や
講
演
が
あ
り
、参
加
し

た
住
民
ら
約
80
人
は
、男
女
共
同
参
画
に
つ

い
て
学
び
を
深
め
ま
し
た
。

標
語
の
最
優
秀
作
品
及
び
受
賞
者
は
次
の

皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

【
中
学
生
の
部
】　

最
優
秀
賞
＝
樫
木
亜
美

「
僕
と
君�

一
人
じ
ゃ
な
い
か
ら�

頑
張
れ
る
」、

優
秀
賞
＝
澤
田
美
緒
、森
優
花
、堂
本
真
由
、

中
山
貴
統
、玉
村
茜

【
一
般
の
部
】　

最
優
秀
賞
＝
日
比
孝
子「
家

事
育
児�

出
来
る
こ
と
か
ら
一
つ
ず
つ�

協
力

し
合
っ
て
朗
ら
か
家
族
」、優
秀
賞
＝
進
藤
啓
、

日
比
英
隆
、佳
作
賞
＝
家
田
洋
子

【現行（消費税 5％）】 （消費税込み）

【改定後（消費税 8％）】 （消費税込み）

合計の引き上げ額　②－①=281 円

水道料金 メーター使用料 下水道使用料 合計①
5,358 円 241 円 4,216 円 9,815 円

水道料金 メーター使用料 下水道使用料 合計②
5,511 円 248 円 4,337 円 10,096 円

災
害
時
の
避
難
場
所
を
一
部
変
更

大
久
保
駐
屯
地
を
大
災
害
避
難
場
所
か
ら
除
外

■避難場所一覧

■大災害避難場所

※�対象自治会はおおむねの目安です。状況に応
じて最寄りの避難場所へ避難してください。

避難場所名 対象自治会

御牧小学校 中島、西一口、東一口、相島、
森

久御山中学校 北川顔、藤和田、近協パレス、
坊之池、野村、村東

久御山町
中央公民館

島田、東島田、田井、荒見、
下津屋、下津屋サンハイツ

佐山小学校

佐山、新開地、松陽台、サン
タウン佐山、佐山サンハイツ、
佐古、下津屋団地、市田、鈴
間

久御山高校 西武西林、久御山団地、東佐
山団地、双栗、林（西林）

東角小学校
籾池、清水、林（東林）、ミ
サワ林、栄 1・2丁目、栄 3・
4丁目、ハイツ西宇治

京都競馬場 大橋辺

避難場所名 対象自治会
京都競馬場 町全域

例�Ａさんのご家庭の場合（用途：家
事用�メーター口径：20㎜�2か月
の水量：45㎥）

す
い
ス
イ
水
道

す
い
ス
イ
水
道
No.9

水道
Q
A&
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交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
者
は
年
々
減
少

傾
向
に
あ
る
一
方
で
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者

の
死
亡
事
故
の
占
め
る
比
率
は
年
々
高
く

な
っ
て
お
り
、
京
都
府
南
部
で
も
多
発
し
て

い
ま
す
。

事
故
の
内
訳
を
み
る
と
、
最
も
多
い
の
が

歩
行
中
の
事
故
死
で
、
原
因
は
、
横
断
歩
道

以
外
の
場
所
の
横
断
や
、走
行
車
両
の
直
前
・

直
後
の
横
断
、
横
断
歩
道
で
の
信
号
無
視
な

ど
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
高
齢
者
自
身
に
よ
る

交
通
ル
ー
ル
違
反
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
の
約
半
数
は

自
宅
か
ら
５
０
０
㍍
以
内
と
い
う
身
近
な

場
所
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
も
通
っ
て

い
る
道
で
も
「
油
断
は
禁
物
」。
次
の
よ
う

な
こ
と
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

■
交
通
ル
ー
ル
の
厳
守

▽
信
号
無
視
を
し
な
い
▽
横
断
禁
止
の

標
識
が
あ
る
場
所
で
は
横
断
し
な
い
▽
道
路

を
渡
る
と
き
は
横
断
歩
道
や
歩
道
橋
な
ど
を

■ 

自
分
の
運
動
能
力
や
身
体
機
能
の
変
化
を

認
識
し
、
ゆ
と
り
を
持
っ
て
行
動
を

年
を
取
る
に
つ
れ
て
、
若
い
時
と
比
べ
て

運
動
能
力
や
身
体
機
能
が
低
下
し
ま
す
。
こ

う
し
た
変
化
を
自
覚
し
て
無
理
を
せ
ず
、
安

全
な
歩
行
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

■ 

道
路
の
横
断
や
、
交
差
点
の
通
行
時
は
十

分
に
安
全
確
認
を※

4
月
6
日
か
ら
15
日

ま
で
、
春
の
全
国
交
通

安
全
運
動
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が

交
通
安
全
の
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
／
都
市
整
備
課

自
転
車
、
歩
行
者
な
ど
の
高
速
道
へ
の

立
ち
入
り
は
重
大
事
故
に
！

　

高
速
道
路
等
で
、
歩
行
者
や
自
転
車
、
原

付
バ
イ
ク
が
進
入
す
る
事
例
が
よ
く
起
こ
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
立
ち
入
り
は
、
死
亡

事
故
な
ど
の
重
大
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

高
齢
者
や
幼
児
が
お
ら
れ
る
家
庭
で
は
、
特

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

自
動
車
専
用
道
路
へ
の
立
ち
入
り
は
、
歩

行
者
は
も
ち
ろ
ん
、
自
転
車
等
の
軽
車
両
や

１
２
５
cc
以
下
の
バ
イ
ク
も
違
法
行
為
（
道

路
法
第
48
条
の
11
違
反
）
で
す
。

「
町
内
で
事
業
所
用
地
を

探
し
て
い
る
の
で
す
が
」、

「
規
模
拡
大
し
た
い
の
で
町

内
で
移
転
し
た
い
の
で
す

が
」
―�

企
業
や
事
業
所
に
、

そ
の
よ
う
な
立
地
や
移
転
に

関
す
る
不
動
産
情
報
を
町
か

ら
提
供
す
る「
久
御
山
町
企

業
立
地
マ
ッ
チ
ン
グ
促
進
事

業
」を
、4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。

こ
れ
は
、町
内（
市
街
化
区

域
内
）の
空
い
て
い
る
土
地

や
、空
き
工
場
・
事
務
所
な

ど
の
不
動
産
情
報
を
、町
が

宅
建
協
会
や
不
動
産
協
会
か

ら
収
集
し
て
、新
し
く
立
地

や
移
転
等
を
検
討
し
て
い
る

企
業
や
事
業
所
に
提
供
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

複
数
の
不
動
産
業
者
が
扱
う
色
々
な
情
報
を
、

一
括
集
約
し
て
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、よ
り

速
や
か
に〝
適
地
探
し
”を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

具
体
的
に
は
、新
た
な
立
地
や
移
転
等
を
希
望

し
て
い
る
企
業
等
が
、町
に
土
地
な
ど
の
不
動
産

情
報
の
提
供
を
申
請
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
町
で

は
、2
つ
の
協
会
に
希
望
条
件
な
ど
を
照
会
し
て
、

そ
こ
で
得
た
情
報
を
申
請
の
あ
っ
た
企
業
に
通
知

し
ま
す
。
企
業
等
は
、そ
の
情
報
を
検
討
し
て
、希

望
条
件
に
あ
え
ば
、当
該
不
動
産
業
者
に
直
接
連

絡
し
て
い
た
だ
き
、交
渉
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
企
業
か
ら
の
申
請
か
ら
情
報
提
供
ま

で
、2
・
3
週
間
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
／
産
業
課

野
焼
き
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
防
火
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う

　

町
内
で
2
月
に
野
焼
き
に
よ
る
火
災
が
続

け
て
発
生
し
ま
し
た
。
野
焼
き
は
、
特
別
な

場
合
を
除
い
て
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
強
風
が
吹
き
、
空
気
が
乾
燥
す
る

春
先
は
火
災
が
多
発
す
る
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

一
人
ひ
と
り
が
日
ご
ろ
か
ら
防
火
意
識
を
高

め
て
火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

■�

ガ
ス
こ
ん
ろ
を
使
用
す
る
と
き
は
、
そ
の

場
を
離
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■�

た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
、
寝
た
ば
こ
は
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

■�

外
出
時
や
就
寝
の
際

は
、
火
の
元
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
／
消
防
本
部

高
齢
者
の
交
通
死
亡
事
故
が
多
発
！
4
月
6
日
㈰
～
4
月
15
日
㈫

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

企業の町内移転や進出をサポート
町が不動産情報を提供、
マッチングを促進

【不動産情報提供の流れ】

市街化区域内の不動産情報を企業に提供
（写真と本文は関係ありません）

立地希望企業

土地等情報提供の
申請

情報の内容を検討

交渉したい土地に
ついて不動産会社
に直接連絡

久御山町 宅建協会・不動産協会

各協会へ土地情報
提供の依頼（立地希
望企業名は秘匿）

不動産会社への周知
及び土地情報の収集

土地情報の有無及
び概要を立地希望
企業に通知

不動産会社からの
土地情報を町に報
告

交渉の経過を
町に報告 不動産会社

（各協会の町内等会員）

立地希望企業と不動産
会社が交渉、契約など

物件の詳細について
説明

① ②

④

⑥

③

⑦

⑤
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今
月
の

  

テ
ー
マ

      

図
書

4
月
6
日
㈰ 

東
一
口「
桜
の
つ
ど
い
」

山
田
家
住
宅
の
一
般
開
放
も

4
月
6
日
㈰
、東

一
口
の
前
川
沿
い

で
前
川
桜
並
木
愛

護
会
に
よ
る「
桜

の
つ
ど
い
」が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

前
川
堤
の
桜
は
、

「
京
都
の
自
然

２
０
０
選
」に
も
選
ば
れ
て
お
り
、毎
年
見

事
な
桜
が
咲
き
誇
り
ま
す
。

「
桜
の
つ
ど
い
」は
午
前
11
時
か
ら
排
水

幹
線
水
路
前
川
橋
付
近
で
す
。ま
た
、同
日
、

国
の
登
録
有
形
文
化
財「
山
田
家
住
宅
」の

一
般
開
放
も
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

な
お
、周
辺
に
は
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、公
共
交
通
な
ど
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

陸
上
自
衛
隊
大
久
保
駐
屯
地
（
宇
治
市

広
野
町
）
で
は
、
4
月
5
日
㈯
、
6
日
㈰
、

午
前
10
時
か
ら
午
後
3
時
30
分
ま
で
の
間
、

駐
屯
地
を
一
般
開
放
さ
れ
ま
す
。

両
日
と
も
、
隊
員
に
よ
る
模
擬
売
店
を

実
施
し
ま
す
。
6
日
㈰
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「『
桜
』
が
結
ぶ
地
域
の
つ
な
が
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
の
共
催
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
駐
屯
地
内
で

の
火
気
の
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
陸
上
自
衛
隊
大
久
保
駐
屯
地

☎
０
７
７
４
（
４
４
）
０
０
０
１

陸
上
自
衛
隊
大
久
保
駐
屯
地

桜
ま
つ
り　
4
月
5
日
、
6
日

図 書 館図
TO
書
SHO 館

KA
NTO

SHO

KA
N

〈開館時間〉
火〜金曜日：
午前 9時 30分〜

午後 7時
土・日・祝日：
午前 9時 30分〜

午後 5時

ミッドナイト・バス
伊吹�有喜／著　文藝春秋

　深夜バスの運転手�利一は、乗客の
中に16年前に別れた妻の姿を見る。
同じ頃、東京で就職した息子が突然
戻ってきて…。

ホップステップホーム！
玉岡�かおる／著　実業之日本社

　加古川の自宅以外に大阪で仕事場
を持つことに！人生初の一人暮らし
を満喫した⁉�著者の初エッセイ集。

あたらしい子がきて
岩瀬�成子／作　岩崎書店

　みきとるいの家に赤ちゃんがやっ
てきた。周りの注目が一点に集まり、
面白くない二人は公園へ。そこで不
思議な姉弟と出会い…。

漢字だいぼうけん
宮下すずか／作　偕成社

　すうくんは、好奇心旺盛な小学三
年生。旅行帰りのおじいちゃんに三
匹の猿の置物をもらうが、手の位置
が違うことに気づき…。

み
ん
な
で
お
で
か
け

　

暖
か
く
、
さ
わ
や
か
な
季
節
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。
ど
こ
か
へ
出
か
け
て
み

ま
せ
ん
か
？　

今
月
は
「
お
で
か
け
」

を
テ
ー
マ
に
、
お
す
す
め
の
本
を
紹
介

し
ま
す
。

　

�

オ
ス
ス
メ
本

京
都
花
散
策　

春
～
初
夏

�

　
首
藤
光
一
／
写
真

Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

　

桜
の
名
所
を
は
じ
め
、
春
か
ら
初
夏

に
か
け
て
花
に
彩
ら
れ
る
京
都
の
社
寺

60
か
所
を
案
内
。

季
節
の
お
出
か
け
＆
持
ち
よ
り
弁
当

藤
井
恵
／
著

講
談
社

　

花
見
弁
当
や
ピ
ク
ニ
ッ
ク
弁
当
な
ど
、

気
楽
に
作
れ
て
喜
ば
れ
る
イ
ベ
ン
ト
時

の
弁
当
レ
シ
ピ
を
紹
介
。

ふ
う
こ
ち
ゃ
ん
の
リ
ュ
ッ
ク�（
児
童
書
）

ス
ズ
キ
ア
ツ
コ
／
作
・
絵

ひ
さ
か
た
チ
ャ
イ
ル
ド

　

今
日
は
楽
し
い
ピ
ク
ニ
ッ
ク
。
で
も

ふ
う
こ
ち
ゃ
ん
の
リ
ュ
ッ
ク
、
な
ん
だ

か
と
て
も
重
い
み
た
い
。
何
を
持
っ
て

き
た
の
？

え
ん
そ
く
お
に
ぎ
り�

（
児
童
書
）

宮
野
聡
子
／
作

講
談
社

　

き
み
ち
ゃ
ん
は
遠
足
に
持
っ
て
行
く

お
に
ぎ
り
を
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
作
り

ま
す
。
上
手
に
で
き
る
か
な
？

新着図書の紹介

日 月　　　火　　　水　　　木　　　金　　　土

6

13

20

27

5

12

19

26

4

11

18

25

3

10

17

24

2

9

16

23

30

1

8

15

22

7

14

21

28 29

4月の図書館スケジュール

●

す
で
日
館
休
は

※蔵書の特別整理のため、4月15日㈫から18日㈮まで休館します。
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インフォメーション

2014 4 April

nformation
まちの

耳寄
り情
報局
♪

い
き
が
い
大
学

町
で
は
、生
き
が
い
の
あ
る
充
実
し
た
人

生
を
送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、幅
広
い
分
野

に
つ
い
て
学
習
す
る「
い
き
が
い
大
学
」を
本

年
度
も
開
講
し
ま
す
。

日
程
／
5
月
～
翌
年
2
月　

場
所
／
中

央
公
民
館
な
ど　

対
象
／
町
内
在
住
で
60
歳

以
上
の
人　

受
講
料
／
１，
０
０
０
円　

申

込
・
問
合
せ
／
4
月
25
日
㈮
ま
で
に
受
講
料

を
添
え
て
社
会
教
育
課

へ
。
電
話
で
の
申
込
は

不
可
。
※
老
人
ク
ラ
ブ
・

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
会
員

は
、各
単
位
ク
ラ
ブ
で
申

込
を
取
り
ま
と
め
ま
す
。

久
御
山
町
を
知
っ
て
、学
ん
で
、地
域
デ
ビ
ュ
ー

い
き
い
き
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
応
援
講
座

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、仲
間
と
出
会

い
、地
域
デ
ビ
ュ
ー
を
応
援
す
る
講
座
を
開

催
し
ま
す
。
地
域
の
た
め
に
何
か
出
来
る
こ

と
を
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
人
の
た
め
の
講

座
で
す
。

地
域
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
人
の
体
験
な

ど
を
聞
い
た
り
、実
体
験
を
し
た
り
し
て
地

域
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
ょ
う
。

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階�

視
聴

覚
室（
第
1
回
・
2
回
・
4
回
）、第
3
回
は

体
験
場
所
に
な
り
ま
す
。
対
象
／
退
職
さ
れ

た
人
で
、色
々
活
動
し
て
み
た
い
と
思
っ
て

い
る
人
。
定
員
／
30
人（
先
着
）　

参
加
費
／

無
料　

申
込
・
問
合
せ
／
4
月
1
日
㈫
～
11

日
㈮
ま
で
に
同
社
協
へ
。

こ
こ
ろ
の
サ
ロ
ン　

町
で
は
、家
に
引
き

こ
も
り
が
ち
で
心
の

健
康
に
不
安
の
あ
る

人
を
対
象
に
、仲
間
と

交
流
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
し
て
い
た

だ
く
サ
ロ
ン
を
毎
月
開
い
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
4
月
4
日
㈮
、18
日
㈮　

午
前
11

時
～
午
後
2
時　

場
所
／
中
央
公
民
館　

内

容
／
料
理
作
り　

問
合
せ
／
住
民
福
祉
課

親
子
ニ
コ
ニ
コ
子
育
て
サ
ロ
ン

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、子
育
て
中
の
親

子
を
対
象
に「
親
子
ニ
コ
ニ
コ
子
育
て
サ
ロ

ン
in
保
健
セ
ン
タ
ー
」を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時
／
4
月
21
日
㈪　

午
前
10
時
～
正

午　

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階　

視

聴
覚
室　

内
容
／
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン�

（
コ

ー
ヒ
ー
と
お
や
つ
あ
り
）　

対
象
／
未
就
園

の
子
ど
も
と
保
護
者（
保
護
者
だ
け
で
も
可
）�

参
加
費
／
1
人
１
０
０
円　

申
込
・
問
合
せ

／
4
月
1
日
㈫
～
18
日
㈮
に
同
協
議
会
へ

お
も
ち
ゃ
病
院（
お
も
ち
ゃ
の
修
理
）

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
お
も
ち
ゃ
病

院
で
は
、
子
ど

も
の
お
も
ち
ゃ

の
修
理
を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時
／
4
月
12
日
㈯　

午
前
10
時
～
正

午（
修
理
の
受
付
は
午
前
11
時
迄
）　

場
所
／�

ゆ
う
ホ
ー
ル　

修
理
費
／
無
料
。
部
品
交
換

が
必
要
な
場
合
は
実
費
必
要
。
申
込
／
予
約

不
要
。
当
日
修
理
会
場
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い�

そ
の
他
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
修
理

し
ま
す
が
、修
理
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
※
使
わ
な
く
な
っ
た
動
く
お
も
ち
ゃ
を

再
利
用
し
ま
す
の
で
、寄
附
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
。�

問
合
せ
／
社
会
福
祉
協
議
会

城
南
勤
労
者
福
祉
会
館
の
教
室
＆

城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
講
座

対
象
／
府
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人　

申
込
／
受
付
開
始
日
以
降
に
受
講
料
を
持
参

の
上
、実
施
す
る
会
館
・
セ
ン
タ
ー
へ（
電

話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
不
可
）　

問
合
せ
／

府
立
城
南
勤
労
者
福
祉
会
館
・
城
南
地
域

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
宇
治
市
伊
勢
田
町

新
中
ノ
荒
21-

8
）　

☎
０
７
７
４
（
４
６
）

０
６
８
８
、０
７
８
０

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
交
付

町
で
は
、外
出
困
難
な
障
害
の
あ
る
人
が

社
会
的
な
活
動
を
す
る
一
助
と
し
て
、タ
ク

シ
ー
利
用
券
を
交
付
し
ま
す
。
利
用
券
は
、

お
し
ら
せ

催
　
し

日程及び内容
回 日　時 内　　容 講 師 等

１ 4月15日㈫
午後1時30分～3時

①�講話「久御山町のボランティア活動
を知ろう」
②意見交換

社会福祉協議
会職員

２ 4月23日㈬
午後1時30分～3時

体験発表「地域活動の実際を学ぶ」
・八幡市（NPO法人とんかち）
・久御山町（ささえ愛サービス）
・久御山町（久御山おもちゃ病院）

神庭稔氏
池田宏氏
長岡幸夫氏

３ 4月24日㈭～5月7日㈬
の間で実施している日

体験講座「実際に体験してみる」
・八幡市とんかち見学体験
・さささえ愛サービス体験
・おもちゃ病院体験

日時について
は、各体験可
能日により調
整します

４ 5月8日㈭
午後1時30分～3時

今後の活動について意見交換
　地域活動や社会活動の提案
　何か始めて見ましょう！

社会福祉協議
会職員

 講座名 受付開始日 期間（曜日） 開講時間 回数 募集定員 受講料等
介護事務
講座

（平日コース）
4月23日㈬～ 5/23～7/4 

（水・金）
10：00～
12：30 12 25人 20,000円

別途教材費要

ホスピタル 
コンシェル
ジェ養成講
座（平日コー
ス）

4月23日㈬～ 5/23～6/27 
（水・金）

10：00～
12：30 10 25人 18,500円

別途教材費要

 講座名 受付日 期間（曜日） 開講時間 回数 募集定員 受講料等
やさしい
英会話教室 4月15日㈫～ 5/15～8/28

㈭
18：00～
20：00 15 15 人 12,000円

別途教材費要

城南地域職業訓練センター　一般・事務講座

城南勤労者福祉会館の教室
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町
と
契
約
す
る
京
都
府
内

タ
ク
シ
ー
事
業
者
で
利
用

で
き
ま
す
。
4
月
中
に
申

請
さ
れ
た
人
に
は
、1
年
分

を
交
付
し
ま
す
。

対
象
／
身
体
障
害
者
手
帳（
視
覚
・
下
肢
・

体
幹
・
心
臓
・
じ
ん
臓
・
肝
臓
・
呼
吸
器
・

ぼ
う
こ
う
・
直
腸
）1
級
か
ら
3
級
の
人
、療

育
手
帳「
Ａ
」の
人　

申
請
・
問
合
せ
／
身
体

障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
印
鑑
を
ご
持
参

の
う
え
、住
民
福
祉
課
へ
。

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
な
ど
へ

配
食
サ
ー
ビ
ス

町
で
は
、ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
ま
た

は
居
宅
の
要
援
護
高
齢
者
に
、日
常
生
活
の

支
援
や
安
否
の
確
認
を
す
る
た
め
、お
昼
ご

は
ん
を
ご
自
宅
ま
で
お
届
け
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、ご
利
用
く

だ
さ
い
。

配
達
日
／
毎
週
月
曜
・
木
曜
日（
週
１
回

だ
け
の
利
用
も
可
）※
祝
日
と
年
末
年
始
を

除
く　

対
象
／
町
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
、

ひ
と
り
暮
ら
し
の
人
ま
た
は
配
食
が
必
要
と

認
め
ら
れ
る
人　

費
用
／
ご
飯
と
お
か
ず
セ

ッ
ト
５
８
０
円
、お
か
ず
セ
ッ
ト
５
３
０
円
。

い
ず
れ
も
１
食
分　

※
支
払
い
方
法
は
、口

座
振
替
と
な
り
ま
す（
別
途
、手
数
料
が
必
要

で
す
）。�

問
合
せ
／
長
寿
健
康
課

社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負
担
の
軽
減

低
所
得
で
特
に
生
計

が
困
難
な
人
が
、社
会
福

祉
法
人
の
介
護
保
険
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
と

き
、食
費
な
ど
利
用
料
の

一
部
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

該
当
す
る
人
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
軽
減
対
象
者

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

①
世
帯
全
員
が
町
民
税
非
課
税
の
人

②�

日
常
生
活
に
使
う
以
外
に
活
用
で
き

る
資
産
が
な
い
人

③�

負
担
能
力
の
あ
る
親
族
等
に
扶
養
さ

れ
て
い
な
い
人

④
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

※�

こ
の
ほ
か
年
間
収
入
や
預
貯
金
の
額

に
条
件
が
あ
り
ま
す
。

■
軽
減
の
割
合

利
用
者
負
担（
介
護
サ
ー
ビ
ス
1
割
負

担
・
食
費
・
居
住
費
）の
25
％
を
軽
減
し
ま
す
。

※�

生
活
保
護
受
給
者
は
、個
室
居
住
費
の

利
用
者
負
担
に
つ
い
て
の
み
軽
減
対

象
と
な
り
、全
額
軽
減
し
ま
す
。

■
軽
減
の
有
効
期
間

申
請
し
た
月
の
初
日
～
6
月
30
日
ま
で

※�

現
在
軽
減
を
受
け
て
い
る
人
に
は
、
6
月

中
に
平
成
26
年
度
分
申
請
書
を
送
付
し
ま

す
。

■ 

軽
減
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
福

祉
法
人

あ
ら
か
じ
め
、軽
減
を
実
施
す
る
旨
を
町

長
に
届
け
出
た
社
会
福
祉
法
人
。本
町
で
は
、

町
社
会
福
祉
協
議
会
、八
康
会（
楽
生
苑
）、弥

勒
会
、フ
ジ
の
会
か
ら
届
け
出
が
あ
り
ま
す
。

申
請
書
等
は
、町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
合
せ
／
長
寿
健
康
課

高
齢
者
の
バ
ス
カ
ー
ド
等
購
入
に
助
成

町
で
は
、バ
ス
利
用
の
促

進
と
高
齢
者
の
外
出
を
支
援

す
る
た
め「
バ
ス
カ
ー
ド
等

購
入
高
齢
者
助
成
金
制
度
」

を
今
年
度
も
実
施
し
ま
す
。

申
請
受
付
／
4
月
7
日
㈪
か
ら　

対
象

／
平
成
26
年
４
月
1
日
現
在
で
70
歳
以
上

（
昭
和
19
年
4
月
1
日
以
前
生
ま
れ
）の
町
内

在
住
の
人　

助
成
額
／
バ
ス
カ
ー
ド
等
の

購
入
代
金
の
半
額（
年
間
２，
５
０
０
円
を
限

度
）　

申
請
・
問
合
せ
／
印
鑑
と
身
分
証
明

書
を
持
参
の
う
え
、都
市
整
備
課
へ

「
バ
ス
の
日
」 

の
っ
て
こ
バ
ス
運
賃
無
料

町
で
は
、交
通
不
便
地
域
の
解
消
と
公
共

交
通
の
充
実
を
図
る
た
め
、町
内
巡
回
バ
ス

「
の
っ
て
こ
バ
ス
」を
運
行
し
て
い
ま
す
。

毎
月
の
最
終
日
曜
日
を「
バ
ス
の
日
」と

し
て
、「
の
っ
て
こ
バ
ス
」の
運
賃
を
無
料
と

し
て
お
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ

い
。�

問
合
せ
／
都
市
整
備
課

任
期
満
了
に
伴
う
京
都
府
知
事
選
挙

と
、定
数
欠
員
を
補
充
す
る
京
都
府
議
会

議
員
補
欠
選
挙
の
投
票
日
は
4
月
6
日
㈰

で
す
。

大
切
な
一
票
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
、

必
ず
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

投
票
日
の
投
票
時
間
は
、午
前
7
時
か

ら
午
後
8
時
ま
で
で
す
。

◆ 

投
票
日
に
投
票
で
き
な
い
人
は
、期
日

前
投
票
を

仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
た
め
、投
票

日
に
投
票
所
へ
行
け
な
い
人
は
、「
期
日
前

投
票
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

手
続
き
は
簡
単
で
す
。
期
日
前
投
票
所

に
備
え
付
け
の
宣
誓
書
に
必
要
事
項
を
記

入
す
る
だ
け
で
、あ
と
は
通
常
の
投
票
と

同
じ
よ
う
に
投
票
で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票
の
で
き
る
期
間
は
、4
月

5
日
㈯
ま
で
で
す
。
受
付
時
間
は
午
前
8

時
30
分
か
ら
午
後
8
時
ま
で
で
す
。
場
所

は
、役
場
庁
舎
1
階
ロ
ビ
ー
で
す
。
投
票

所
入
場
券
を
ご
持
参
の
う
え
、お
越
し
く

だ
さ
い
。

◆
一
部
投
票
所
が
変
わ
り
ま
す

第
7
区
投
票
所

は
、「
栄
3
・
4
丁

目
集
会
所
」（
前
回

選
挙
は「
東
角
小
学

校
体
育
館
」）、第
3
区
投
票
所
は「
役
場
庁

舎
1
階
ロ
ビ
ー
」が
投
票
所
に
な
り
ま
す
。

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

● 

選
挙
に
関
す
る
お
問
合
せ
／
町
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局（
総
務
課
内
）

※�

投
票
方
法
や
選
挙
結
果
等
は
、町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

４
月
６
日
㈰
は
投
票
日
で
す  
京
都
府
知
事
選
挙
・
京
都
府
議
会
議
員
補
欠
選
挙 

4月の「バスの日」は、27日㈰です。≪のってこバス運賃無料≫
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固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
な
ど

町
で
は
、課
税
台
帳

（
名
寄
帳
）の
閲
覧
と
土

地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧

帳
簿
の
縦
覧
を
お
こ
な

い
ま
す
。

土
地
や
家
屋
の
評
価
額
を
記
載
し
た「
縦

覧
帳
簿
」で
、所
在
地
別
に
評
価
額
を
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。期
間
中
の
縦
覧
は
無
料
で
す
。

縦
覧
期
間
／
4
月
1
日
㈫
～
6
月
2
日

㈪
、�

土
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く　

縦
覧
で

き
る
人
／
久
御
山
町
の
固
定
資
産
税
の
納
税

者（
土
地
の
み
の
納
税
者
は
土
地
だ
け
、家
屋

の
み
の
納
税
者
は
家
屋
だ
け
の
縦
覧
に
限

ら
れ
ま
す
）、相
続
人（
戸
籍
謄
本
な
ど
が
必

要
）、納
税
管
理
人
、代
理
人（
委
任
状
が
必

要
）　

縦
覧
に
必
要
な
も
の
／
運
転
免
許
証
、

納
税
通
知
書
な
ど
本
人
確
認
の
で
き
る
書
類

問
合
せ
／
税
務
課

町
・
府
民
税
の
徴
収
方
法

65
歳
未
満
で
、公
的
年
金
な
ど
と
給
与
の

両
方
に
所
得
が
あ
る
人（
給
与
か
ら
町
・
府

民
税
が
引
き
落
と
さ
れ
て
い
る
人
に
限
る
）

の
町
・
府
民
税
の
徴
収
方
法
は
、給
与
所
得

に
係
る
税
額
と
あ
わ
せ
て
給
与
か
ら
引
き
落

と
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、4
月
15
日
㈫
ま
で
に
税
務
課
に

申
し
出
て
い
た
だ
け
れ
ば
、公
的
年
金
な
ど

の
所
得
に
係
る
税
額
分
は
、納
付
書
ま
た
は

口
座
振
替
で
お
支
払
い
た
だ
き
、給
与
所
得

に
係
る
税
額
分
は
給
与
か
ら
引
き
落
と
し
て

支
払
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。問

合
せ
／
税
務
課

税
金
の
納
付
は

便
利
な
口
座
振
替
で

町
税
の
納
付
は
、

指
定
さ
れ
た
預
貯
金

口
座
か
ら
自
動
で
引

き
落
と
さ
れ
る
口
座

振
替
が
便
利
で
す
。

口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
納
期
ご
と
に

金
融
機
関
や
役
場
の
窓
口
ま
で
出
向
い
て
納

付
す
る
手
間
が
省
け
、
う
っ
か
り
納
付
を
忘

れ
る
こ
と
も
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
一
度

申
し
込
む
と
毎
年
手
続
き
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
せ
ん
。
便
利
な
口
座
振
替
を
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

〈
口
座
振
替
の
登
録
方
法
〉

①�
ペ
イ
ジ
ー
口
座
振
替
サ
ー
ビ
ス
を
利
用 

し
た
登
録

取
扱
金
融
機
関
／
京
都
銀
行
、
京
都
信
用

金
庫
、
京
都
中
央
信
用
金
庫
、
ゆ
う
ち
ょ
銀

行　

申
込
方
法
／
役
場
税
務
課
へ
預
貯
金
口

座
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
専
用
の
機
械
に
暗
証
番
号
を
入
力
い
た

だ
く
だ
け
で
登
録
で
き
ま
す
。

②
申
込
用
紙
を
利
用
し
た
登
録

取
扱
金
融
機
関
／
京
都
銀
行
、
京
都
信
用

金
庫
、
京
都
中
央
信
用
金
庫
、
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
、
京
都
や
ま
し
ろ
農
協
、
り
そ
な
銀
行
、

三
井
住
友
銀
行
、
み
ず
ほ
銀
行
、
三
菱
東
京

Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、
関
西
ア
ー
バ
ン
銀
行
、
南
都

銀
行　

申
込
方
法
／
税
務
課
ま
た
は
取
扱
金

融
機
関
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
（
口
座
振

替
納
付
依
頼
書
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
取
扱
金
融
機
関
の
窓
口
へ
預
貯
金
通
帳

と
届
出
印
を
お
持
ち
に
な
り
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
税
務
課

狂
犬
病
予
防
注
射
と
登
録

ご
家
庭
等
で
飼
わ
れ
て

い
る
生
後
91
日
以
上
の
犬

は
、
法
律
に
よ
り
生
涯
に

1
回
の
登
録
と
毎
年
1
回

の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

上
表
の
日
程
で
集
合
注
射
を
お
こ
な
い

ま
す
の
で
、
お
近
く
の
会
場
で
受
け
て
く
だ

税金や保険料、保育料、上下水道料金はコンビニエンスストアで納付できます。※バーコード印字がない納付書は使用できません。

実施日 時 　 間 会  　　　　場

4月14日㈪

�9:30 ～ 10:10 ミサワ林集会所
10:20 ～ 11:00 栄３・4丁目集会所
11:10 ～ 11:50 栄中央公園（2丁目）
13:10 ～ 13:40 佐古公民館入口
13:50 ～ 14:20 松陽台集会所

14:30 ～ 15:00 佐山集荷場（淨安寺南側）

4月15日㈫

�9:30 ～ 9:50 大橋辺公民館
10:00 ～ 10:30 北川顔公会堂
10:40 ～ 11:10 藤和田公会堂
11:20 ～ 11:50 島田公会堂
13:10 ～ 13:40 下津屋公民館
13:50 ～ 14:20 田井公会堂
14:30 ～ 15:00 御牧保育所前

4月16日㈬

�9:30 ～ 10:10 市田公民館
10:20 ～ 10:50 鈴間集会所
11:00 ～ 11:30 野村公会堂（北側）

13:10 ～ 13:40 元JA京都やましろ東一口事業所前
13:50 ～ 14:20 坊之池公会堂

14:30 ～ 15:00 町役場前（消防本部南側）

平成26年度狂犬病予防集合注射の日程
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nformation

町
の
施
設

さ
い
。

料
金
／
注
射
料
：
２，
６
５
０
円
、
注
射

済
票
交
付
手
数
料
：
５
５
０
円
、
登
録
手
数

料
：
３，
０
０
０
円　

※
す
で
に
登
録
し
て

い
る
犬
は
登
録
手
数
料
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。�

問
合
せ
／
環
境
保
全
課

犬
等
の
ふ
ん
は
飼
い
主
が
責
任
を
も
っ
て

町
で
は
、
犬
等
の
ふ

ん
害
防
止
、
飼
い
主
の

モ
ラ
ル
向
上
の
啓
発
に

努
め
て
い
ま
す
。

良
好
な
生
活
環
境
の
保
全
と
、
地
域
の
環

境
美
化
の
た
め
に
、
犬
等
を
散
歩
さ
せ
る
と

き
は
、ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
／
環
境
保
全
課

【
申
込
と
費
用
】

各
教
室
の
参
加
申
込
は
、
来
館
ま
た
は
電

話
の
う
え
、
参
加
者
本
人
か
、
そ
の
保
護
者

な
ど
が
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な

り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

費
用
は
4
月
8
日
㈫
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー

ル
窓
口
（
午
前
9
時
～
午
後
9
時
）
へ
お
支

払
い
く
だ
さ
い
。
費
用
の
記
載
が
な
い
教
室

は
無
料
で
す
。

週
末
の
星
空
観
察
会

日
時
／
4
月
5
日
㈯　

午
後
7
時
30
分

～
8
時
30
分�

月
と
木
星
を
観
察　

19
日
㈯�

午
後
8
時
～
9
時��

木
星
・
火
星
・
春
の
星

座
を
観
察
（
受
付
け
は
当
日
の
終
了
時
間
の

30
分
前
ま
で
）　

対
象
／
星
空
に
興
味
の
あ

る
人
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
。
雨

天
・
曇
天
の
場
合
は
中
止
。

漢
字
の
達
人
教
室

日
時
／
4
月
5
日
㈯　

午
前
9
時
30
分

～
10
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
2

～
6
年
生　

内
容
／
漢
字
に
慣
れ
親
し
み
、

文
字
を
丁
寧
に
書
く
こ
と
を
学
び
ま
す
。�

定
員
／
20
人

【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】

　

行
政
相
談
は
、
国
の
仕
事
に
つ
い
て
の
要

望
や
苦
情
の
相
談
、
人
権
擁
護
相
談
は
、
差

別
や
い
じ
め
な
ど
人
権
に
関
す
る
相
談

　

4
月
8
日
㈫　

午
前
10
時
～
午
後
3
時　

役
場
庁
舎
１
階
相
談
室
1

【
弁
護
士
無
料
法
律
相
談
】（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者
を
対
象
と
し
た

弁
護
士
に
よ
る
無
料
相
談
。

　

4
月
17
日
㈭　

午
後
1
時
～
3
時
30
分�

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

先
着
6
人（
要
予
約
）

相
談
時
間
は
1
人
25
分
程
度
。

【
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
】（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者
を
対
象
と
し
た

金
銭
ト
ラ
ブ
ル
、
相
続
、
贈
与
、
不
動
産
の

売
買
、
登
記
、
多
重
債
務
、
成
年
後
見
な
ど

に
関
す
る
相
談
。

　

4
月
17
日
㈭　

午
後
1
時
～
3
時
30
分　

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

先
着
6
人（
要
予
約
）�

相
談
時
間
は
1
人
25
分
程
度
。

【
消
費
生
活
相
談
】

　

毎
週
水
曜
日�

午
前
10
時
～
午
後
4
時�

役
場
2
階
会
議
室
22

【
す
こ
や
か
養
育
相
談
】

　

保
育
所
で
は
、
子
育
て
に
つ
い
て
の
色
々

な
ご
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

4
月
17
日
㈭　

午
後
1
時
～
4
時　

佐

山
・
御
牧
・
宮
ノ
後
保
育
所　

※
電
話
で
の

相
談
は
毎
週
木
曜
日
の
午
前
11
時
～
午
後
4

時
ま
で
お
受
け
し
ま
す
。

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】

　

女
性
の
子
育
て
や
介
護
、
家
庭
の
問
題
、

仕
事
、
対
人
関
係
な
ど
の
相
談
。

　

4
月
8
日
㈫
、
22
日
㈫　

い
ず
れ
も
午
前

10
時
～
午
後
1
時　

※
面
接
・
電
話
相
談
と

も
前
日
ま
で
に
総
務
課
に
申
込
を
。
定
員
に

満
た
な
い
場
合
は
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
。

【
心
配
ご
と
相
談
】（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

4
月
10
日
㈭
、
24
日
㈭　

午
後
1
時
～
4

時　

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談
】（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

電
話
に
よ
る
色
々
な
悩
み
ご
と
の
相
談
。

専
用
電
話
：
０
７
５
（
６
３
１
）
３
４
２
１

　

相
談
時
間
：
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

【
こ
れ
か
ら
の
こ
と
相
談
】（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

4
月
10
日
㈭　

午
後
1
時
～
4
時　

地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー　

電
話
相
談
も
受
け
付
け
ま

す
。
申
込
は
同
協
議
会
へ
。

相
談

童
謡
を
楽
し
む
会

日
時
／
4
月
9
日
㈬
・

23
日
㈬　

午
前
10
時
～
11

時
30
分　

対
象
／
町
内
在

住
ま
た
は
在
勤
で
お
お
む

ね
50
歳
以
上
の
人　

内
容

／
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
、
童
謡
な
ど

を
楽
し
く
歌
い
ま
す
。
定
員
／
60
人
（
申

込
不
要
。
当
日
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。）

費
用
／
資
料
代
の
み
必
要

漢
字
出
直
し
塾

日
時
／
4
月
11
日
㈮
・
25
日
㈮　

午
前
10

時
～
11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は

在
勤
で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
プ
リ
ン
ト

を
使
っ
た
自
習
形
式
で
、
小
学
校
で
習
う
漢

字
か
ら
も
う
一
度
学
び
直
し
ま
す
。
定
員
／

30
人
（
申
込
不
要
。
当
日
、
直
接
お
越
し
く

だ
さ
い
。）
費
用
／
１
０
０
円

　

申
込
は
4
月
2
日
㈬　

午
前
９
時
か
ら

【
休
館
日
】
毎
週
月
曜
日

ふ
れ
あ
い
交
流
館

ゆ
う
ホ
ー
ル

創業32年　まごころこめてお手伝い

京都ペット
葬儀社 年中無休

お迎え・個別火葬・納骨供養
日本ペットランド

075‒601‒0009
京都府京都市伏見区向島庚申町42
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小
学
生（
親
子
）科
学
教
室

日
時
／
4
月
13
日
㈰　

午

前
10
時
～
正
午　

対
象
／
町

内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保

護
者　

※
た
だ
し
1
～
3
年

生
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。
内
容
／

春
の
草
花
を
観
察
し
ま
す
。
定
員
／
10
組

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室

日
時
／
4
月
16
日
㈬　

午
後
1
時
30
分

～
3
時　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で

18
歳
以
上
の
人　

内
容
／「
驚
異
の
大
自
然
」

と「
偉
人
た
ち
の
夢
」の
ビ
デ
オ
を
鑑
賞　

定

員
／
25
人（
申
込
不
要
。
当
日
、直
接
お
越
し

く
だ
さ
い
。）

脳
若
返
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

日
時
／
4
月
17
日
㈭　

午
前
10
時
～
11

時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
お
お
む
ね
50

歳
以
上
の
人　

内
容
／
楽
し
い
学
習
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
脳
の
若
返
り
を
図
り
ま
す
。
定
員
／

30
人（
申
込
不
要
。
当
日
、直
接
お
越
し
く
だ

さ
い
。）

小
学
生
工
作
教
室

日
時
／
4
月
19
日
㈯�

①
午
前
9
時
～
正
午�

②

午
後
2
時
～
5
時　

20

日
㈰�

③
午
前
9
時
～
正

午�

④
午
後
2
時
～
5
時�

※
①
～
④
の
い
ず
れ
か
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ

い
。
対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生　

内
容
／

杉
板
で「
な
べ
し
き
」を
作
り
ま
す
。
定
員
／

各
8
人　

費
用
／
１
０
０
円

小
・
中
学
生
の
た
め
の
囲
碁
教
室

日
時
／
4
月
26
日
㈯　

午
前
9
時
30
分

～
11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
・
中

学
生
と
保
護
者　

内
容
／
囲
碁
を
基
礎
か
ら

楽
し
く
学
び
ま
す
。
定
員
／
20
人

身
近
な
野
鳥
観
察
会

日
時
／
4
月
27
日
㈰　

午
前
9
時
～
午

後
3
時　

対
象
／
町
内
在
住
の
人
。
※
た
だ

し
小
学
2
年
生
以
下
は
保
護
者
の
同
伴
が
必

要（
幼
児
の
参
加
可
）。
内
容
／
天
ヶ
瀬
ダ
ム

森
林
公
園
で
ハ
イ
キ
ン
グ
と
野
鳥
観
察
を
し

ま
す
。
定
員
／
20
人

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
使
用
講
習
会

＆
相
談
日

日
時
／
4
月
6
日

㈰
・
13
日
㈰
・
20
日

㈰�

午
前
10
時
～
10

時
40
分　

4
月
11
日

㈮
・
14
日
㈪
・
24
日
㈭　

午
後
7
時
～
7
時

40
分　

※
い
ず
れ
か
の
日
時
を
選
ん
で
く
だ

さ
い
。
対
象
／
12
歳
以
上
の
人（
小
学
生
を

除
く
）�

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機

器
の
使
用
方
法
な
ど
を
学
び
、機
器
を
利
用

す
る
た
め
に
必
要
な
講
習
会
で
す
。
ま
た
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
ア
ド
バ

イ
ス
し
ま
す
。
定
員
／
各
先
着
15
人　

費
用

／
５
０
０
円（
講
習
会
受
講
済
で
相
談
だ
け

の
場
合
は
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
使
用
料

の
み
必
要
で
す
）

体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

日
時
／
①
4
月
12
日
㈯
・
②
26
日
㈯�

午
前

9
時
～
正
午　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在

勤
、在
学
の
人　

種
目
／
①
小
学
生
用
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、バ
ド
ミ
ン

ト
ン
、ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、卓
球
、輪
投
げ

な
ど　

②
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、バ

ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
な
ど　

内
容
／
メ
イ
ン
ア
リ
ー

ナ
を
無
料
で
開
放
し
ま
す
。
申
込
は
い
り
ま

せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

初
級
テ
ニ
ス
教
室

日
時
／
4
月
15
日
～

6
月
17
日
ま
で
の
祝
日

を
除
く
毎
週
火
曜
日（
8

回
コ
ー
ス
）�

午
前
10
時
～

11
時
30
分　

場
所
／
中
央
公
園
庭
球
場　

対

象
／
15
歳
以
上
の
人（
中
学
生
を
除
く
）　

講

師
／
京
都
府
テ
ニ
ス
協
会　

定
員
／
先
着
15

人　

費
用
／
２，
８
０
０
円

春
季
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

日
時
／
4
月
15
日
～
6
月
17
日
の
祝
日
を

除
く
毎
週
火
曜
日（
8
回
コ
ー
ス
）　

午
前
10

時
～
11
時
30
分　

対
象
／
15
歳
以
上
の
人（
中

学
生
を
除
く
）��

講
師
／
黒く

ろ
か
わ川

ま
さ
み
さ
ん　

定
員
／
先
着
30
人　

�

費
用
／
２，
８
０
０
円

春
季
ヨ
ガ
・
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

日
時
／
4
月
18
日
～
6
月
20
日
ま
で
の
毎

週
金
曜
日（
10
回
コ
ー
ス
）　

1
部
：
午
前
10
時
～
11
時�

2
部
：
午
前
11
時
15
分
～

午
後
0
時
15
分　

対
象
／

15
歳
以
上
の
人（
中
学
生
を
除
く
）　

講
師
／

木こ
ば
あ
つ
こ

場
敦
子
さ
ん　

定
員
／
各
先
着
35
人　

費

用
／
各
３，
５
０
０
円

体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室（
夜
間
の
部
）

日
時
／
5
月
12
日
～
6
月
30
日
ま
で
の
毎

週
月
曜
日（
8
回
コ
ー
ス
）　

午
後
7
時
30
分

～
8
時
30
分　

対
象
／
15
歳
以
上
の
人（
中

学
生
を
除
く
）　

内
容
／
腹
筋
や
背
筋
な
ど
の

体
幹
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
鍛
え
ま
す
。
講
師
／

永な
が
い
ひ
で
あ
き

井
英
聡
さ
ん　

定
員
／
先
着
30
人　

費
用

／
2，
8
０
０
円

か
ん
た
ん
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室

日
時
／
5
月
14
日
～
7
月
2
日
ま
で
の
毎

週
水
曜
日（
8
回
コ
ー
ス
）　

午
前
10
時
30
分

～
11
時
30
分　

※
水
曜
日
は
休
館
日
で
す
が

教
室
だ
け
開
催
し
ま
す
。
対
象
／
15
歳
以
上

の
人（
中
学
生
を
除
く
）　

内
容
／
呼
吸
法
を

活
用
し
な
が
ら
、主
に
体
幹
を
緩
や
か
に
鍛
え

ま
す
。
講
師
／
澤さ
わ
だ
ち
え

田
千
絵
さ
ん　

定
員
／
先

着
20
人　

費
用
／
2，
8
０
０
円

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
＆
ナ
チ
ュ
ラ
ル

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室

日
時
／
5
月
15
日
～
7
月
17
日（
6
月
5

日
・
7
月
3
日
を
除
く
）ま
で
の
毎
週
木
曜
日

（
8
回
コ
ー
ス
）��

午
前
10
時
30
分
～
11
時
45
分�

対
象
／
15
歳
以
上
の
人（
中
学
生
を
除
く
）　

講
師
／
高た
か
は
し
き
ょ
う
こ

橋
恭
子
さ
ん　

定
員
／
先
着
40
人�

費
用
／
2，
8
０
０
円

総
合
体
育
館

　

申
込
は
4
月
3
日
㈭　

午
前
9
時
か
ら

【
休
館
日
】
毎
週
水
曜
日

　
　
　
　

�
（
祝
日
の
場
合
は
開
館
）
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nformation

小
学
生
サ
ッ
カ
ー
教
室

日
時
／
4
月
19

日
～
6
月
14
日（
5

月
31
日
を
除
く
）ま

で
の
毎
週
土
曜
日（
7
回
コ
ー
ス
）�

午
後
3

時
30
分
～
5
時　

場
所
／
中
央
公
園
野
球
場�

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
1
～
6
年
生　

講

師
／
久
御
山
町
サ
ッ
カ
ー
協
会　

定
員
／
先

着
40
人　

費
用
／
７
０
０
円

親
子
体
操
教
室

日
時
／
5
月
10
日
～
6
月
28
日（
5
月
17

日
・
6
月
7
日
を
除
く
）ま
で
の
毎
週
土
曜
日

（
6
回
コ
ー
ス
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分�

対
象
／
町
内
在
住
の
4
・
5
歳
児（
年
中
・
年

長
）と
そ
の
保
護
者　

講
師
／
荒あ
ら
い
と
し
え

井
敏
江
さ

ん　

定
員
／
先
着
20
組　

費
用
／
６
０
０
円

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

日
時
／
5
月
10
日
～
7
月
5
日（
5
月
31

日
を
除
く
）ま
で
の
毎
週
土
曜
日（
8
回
コ

ー
ス
）��

午
後
2
時
～
4
時　

対
象
／
町
内

在
住
の
小
学
4
～
6
年
生
の
女
子　

講
師
／

北き
た
む
ら
け
い
こ

村
啓
子
さ
ん　

定
員
／
先
着
40
人　

費
用

／
８
０
０
円

寄
せ
植
え
教
室

日
時
／
4
月
18
日
㈮　

午
後
1
時
30
分

～
3
時
30
分　

対
象
／

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤

で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
春
の
草
花
を

使
っ
て
寄
せ
植
え
を
学
び
ま
す
。
講
師
／

石い
し
か
わ
じ
ゅ
ん

川
潤
さ
ん　

定
員
／
20
人　

費
用
／

1，
5
０
０
円　

持
ち
物
／
軍
手
、エ
プ
ロ

ン
、汚
れ
て
も
良
い
服
装
、筆
記
用
具

剪
定
教
室

日
時
／
4
月
24
日
㈭　

午
後
1
時
30
分

～
3
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在

勤
で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
庭
木
の
剪せ
ん
て
い定

の
コ
ツ
や
樹
木
管
理
を
学
び
ま
す
。
講
師
／

永な
が
の
て
る
お

野
晃
男
さ
ん　

定
員
／
15
人　

費
用
／

１
０
０
円　

持
ち
物
／
軍
手
、タ
オ
ル
、汚
れ

て
も
良
い
服
装
、帽
子
、筆
記
用
具
、剪
定
は
さ

み
を
お
持
ち
の
人
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
※

講
話
の
あ
と
、中
央
公
園
で
実
地
講
習
の
予
定
。

年
間
講
座
の
募
集

5
月
か
ら
年
間
を
通
し
て
開
講
す
る
次

の
4
講
座
の
受
講
生
を
先
着
順
で
募
集
し
ま

す
。
年
会
費
２，
０
０
０
円
で
、参
加
ご
と
に

材
料
費
が
別
途
必
要
で
す
。
た
だ
し
、ジ
ュ

ニ
ア
コ
ー
ラ
ス
は
年
会
費（
５
０
０
円
）の
み

で
す
。

■
季
節
の
料
理
教
室

日
時
／
毎
月
第
2
火
曜
日�

午
前
9
時
30

分
～
午
後
0
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま

た
は
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
旬
の

食
材
を
使
っ
て
料
理
の
基
礎
を
学
び
ま
す
。

講
師
／
大お
お
た
に
よ
う
こ

谷
洋
子
さ
ん　

定
員
／
20
人　

費

用
／
８
０
０
円（
材
料
費
）　

持
ち
物
／
エ
プ

ロ
ン
、ふ
き
ん
、三
角
巾
、タ
オ
ル
、筆
記
用
具

■
男
の
料
理
教
室

日
時
／
毎
月
第
2

土
曜
日�

午
前
10
時
～

午
後
0
時
30
分　

対

象
／
町
内
在
住
ま
た

は
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
男
性
が

料
理
作
り
に
挑
戦
し
、料
理
を
作
る
楽
し
さ

を
学
び
ま
す
。
講
師
／
田た
い
ひ
で
き

井
秀
樹
さ
ん　

定

員
／
16
人　

費
用
／
１，
０
０
０
円（
材
料

費
）　

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、ふ
き
ん
、三
角

巾
、タ
オ
ル
、筆
記
用
具

■
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室

日
時
／
毎
月
第
2
金
曜
日�

午
後
1
時
30

分
～
3
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は

在
勤
で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
家
庭
の
緑

化
と
四
季
の
花
々
の
管
理
方
法
を
学
び
ま

す
。
館
外
で
の
教
室
も
開
催
。
講
師
／
未
定�

定
員
／
20
人　

費
用
／
時
価（
材
料
費
）　

持

ち
物
／
軍
手
、筆
記
用
具
、汚
れ
て
も
良
い
服

装■
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ラ
ス
教
室

日
時
／
毎
月
第
1

土
曜
日�

午
前
10
時
～

11
時
30
分　

対
象
／

町
内
在
住
ま
た
は
在

学
の
小
学
1
年
～
中
学
3
年
生　

内
容
／
み

ん
な
で
コ
ー
ラ
ス
を
楽
し
み
ま
す
。
講
師
／

久
御
山
ハ
ー
モ
ニ
ー　

定
員
／
40
人　

持
ち

物
／
楽
譜
、筆
記
用
具

地
域
で
あ
そ
ぼ
う「
つ
ど
い
の
ひ
ろ
ば
」

日
時
／
4
月
4
日
㈮
、18
日
㈮　

午
前
9

時
30
分
～
11
時
30
分　

場
所
／
大
橋
辺
公
民

館
親
子
ひ
ろ
ば

日
時
／
4
月
11
日
㈮
、

25
日
㈮　

午
前
9
時
30
分

～
11
時
30
分　

場
所
／
地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階�

視
聴
覚
室

日
曜
開
館

「
カ
プ
ラ
」（
積
み
木
）で
遊
び
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
4
月
13
日
㈰　

午
前
8
時
30
分

～
午
後
5
時（
プ
レ
イ
ル
ー
ム
利
用
は
、午
前

9
時
～
午
後
4
時
）

親
子
で
リ
ト
ミ
ッ
ク

音
楽
に
合
わ
せ
て
、親

子
で
体
を
動
か
し
ま
し

ょ
う
。

日
時
／
4
月
17
日
㈭　

午
前
10
時
～
11
時
30
分　

費
用
／
1
家
族

３
０
０
円　

申
込
／
4
月
10
日
㈭
ま
で

４
月
の
誕
生
会

毎
月
、そ
の
月
に
生
ま
れ
た
お
友
だ
ち
の

誕
生
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
お
祝

い
し
ま
し
ょ
う
。
写
真
入
り
の
誕
生
カ
ー
ド

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
24

日
㈭
ま
で
に
来
館
の
う
え
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
時
／
4
月
26
日
㈯

午
前
11
時
20
分
～

中
央
公
民
館

　
申
込
は
4
月
3
日
㈭ 

午
前
9
時
か

ら
。
申
込
人
数
の
少
な
い
教
室
は
、

開
催
を
中
止
ま
た
は
延
期
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

【
休
館
日
】　
毎
週
水
曜
日
　

【
休
館
日
】毎
週
日
曜
日（
第
２
日
曜
日

　
　
　
　

�

を
除
く
）・
月
曜
日
・
祝
日

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
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下
表
の
よ
う
な
場
合
は
、
14
日
以
内
に
届
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

手
続
き
が
遅
れ
た
場
合
は
、
医
療
費
が
全
額
負

担
に
な
っ
た
り
、
保
険
税
を
遡
っ
て
納
め
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
速
や
か
に
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

�

問
合
せ
／
国
保
医
療
課

倒
産
や
解
雇
な
ど
で
職
を
失
い
、
国
民
健
康
保

険
に
加
入
さ
れ
た
人
で
、
次
の
要
件
に
当
て
は
ま

る
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
国
民
健
康
保
険
税
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。

対
象
／
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者
ま
た

は
雇
用
保
険
の
特
定
理
由
離
職
者
（
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
離
職
理
由
の
番

号
が
11
・
12
・
21
・
22
・
23
・
31
・
32
・
33
・
34

の
人
）�
軽
減
期
間
／
離
職
日
の
翌
日
の
月
か
ら
翌

年
度
末
ま
で
の
期
間
（
会
社
の
健
康
保
険
に
加
入

さ
れ
、
国
保
の
資
格
を
喪
失
さ
れ
る
と
終
了
と
な

り
ま
す
）　

軽
減
額
／
対
象
者
の
前
年
の
給
与
所

得
を
１
０
０
分
の
30
と
み
な
し
て
国
保
税
を
算

出
し
ま
す
。
申
請
／
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
、

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、印
鑑
を
持
参
の
う
え
、

国
保
医
療
課
へ
。

ご
持
参
く
だ
さ
い
。
問
合
せ
／
長
寿
健
康
課
ま

た
は
京
都
府
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
☎
０
７
５

（
５
３
１
）
０
１
１
１

献
血
は
、
病
気
や
怪
我

で
輸
血
を
必
要
と
す
る
患

者
の
命
を
救
う
、
身
近
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

献
血
で
き
る
人
／
16
歳

～
69
歳
の
人
。
た
だ
し
、
16
～
17
歳
は
２
０
０

ml
の
み
可
能
。
65
歳
以
上
の
人
は
60
～
64
歳
の
間

に
献
血
経
験
の
あ
る
人
に
限
り
ま
す
。
な
お
、
海

外
旅
行
か
ら
帰
国
後
4
週
間
を
経
過
し
な
い
な

ど
、
献
血
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
日
時

／
4
月
7
日
㈪　

午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
1

時
～
3
時
30
分　

場
所
／
イ
オ
ン
久
御
山
店
１

階�

憩
い
の
広
場
。
持
ち
物
／
本
人
確
認
が
で
き

る
も
の
（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）
を

こんなとき 届出に必要なもの

職場の健康保険をやめたと
き、または被扶養者からはず
れたとき

職場の健康保険をやめた証明
書、または被扶養者ではない
理由の証明書（※）、印鑑

職場の健康保険に加入したと
き、または被扶養者になった
とき

国民健康保険証と職場の健康
保険証（本人及び被扶養者）、
印鑑

生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書（※）、
印鑑

※�証明書や決定通知書は、即時発行されない場合があります。
そのような場合は、国保医療課にご相談ください。

国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退
は

14
日
以
内
に
届
出
を
！

非
自
発
的
失
業
者
の

国
民
健
康
保
険
税
軽
減

献　

血
70歳から74歳の人が医療機
関にかかったときに支払う医療
費の窓口負担は、法律上2割が、
特例措置によりこれまで1割負
担とされていました。
今年の4月から、この特例措置が見直され、4月
2日以降に70歳の誕生日を迎える人から段階的に
窓口負担が2割になります。ただし、4月1日まで
に70歳の誕生日を迎えた人は、引き続き1割負担
のまま変わりません。
■制度見直し対象者
平成26年4月2日以降に70歳の誕生日を迎える
人（誕生日が昭和19年4月2日以降の人）。
■2割負担となる時期
70歳の誕生月の翌月（ただし、各月1日が誕生日
の人はその月から）。
※�一定の所得がある人は、これまでどおり3割負
担です。

問合せ／国保医療課

　国の医療保険制度の見直しに伴い、今年4月2日
以降に70歳の誕生日を迎える人は、医療費窓口負
担が2割になりますが、平成26年度に限り、現行
の老人医療費助成制度（65歳～ 69歳）の要件を満
たす人については、申請により、医療機関での窓
口負担が1割に軽減される臨時特例事業を実施し
ます。
　なお、現在老人医療費助成対象者（福祉医療費
受給者証を交付済の人）は、申請の必要はありま
せん。
■対象者
　昭和19年4月2日から昭和
20年3月１日生まれで、次の
⑴、⑵いずれかに該当する人
⑴�　次のいずれかに該当する
人（所得制限があります。）
　ア　寝たきりの人
　イ　一人暮らしの人
　ウ　60歳以上で構成される世帯に属する人
　エ　�重度または中度身体障害者もしくは精神に

障害を有する人と同世帯の人
⑵�　60歳未満の人と同世帯で、本人及び世帯の生
計中心者（世帯主とは限りません）が所得税非課
税である場合

問合せ／国保医療課

70歳から74歳までの人の
医療費の窓口負担

老人医療費助成対象者の
窓口負担は1割　26年度限りの特例
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保健予防のコーナー

母子保健
健診名など 日（曜） 受付時間 対　象 内　容

離乳食教室 10日㈭ 午前10時00分
～10時15分 3～10か月児の保護者

離乳食の指導、作り方の
実習と試食（初期・中期・
後期）

1歳8か月児健診 18日㈮ 午後1時20分
～1時40分 平成24年7月生まれ

医師、歯科医師による健
康診査、身体的・精神的
な発達指導

10か月児健診 21日㈪ 午後1時20分
～1時50分 平成25年5月生まれ

医師による健康診査、離
乳・保育・栄養などの指
導

3～4か月児健診 22日㈫ 午後1時20分
～1時40分 平成25年12月生まれ

医師による健康診査、離
乳・保育・栄養などの指導、
ブックスタート

乳幼児相談 23日㈬ 午前9時30分
～10時30分 乳幼児 発達・育児・栄養などの

相談

3歳児健診 25日㈮ 午後1時20分
～2時00分 平成22年9月生まれ

医師、歯科医師による健
康診査、身体的・精神的
な発達指導

パパ＆ママ教室
（第1回） 30日㈬ 午後1時00分

～1時15分 妊婦と家族 妊娠中の過ごし方、プレ
ママ体操、交流会

会場は、保健センターです。母子健康手帳をお持ちの人は、必ずご持参ください。
問合せ／長寿健康課

自
分
自
身
の
健
康
に
つ
い
て
正
し
く

知
っ
て
い
た
だ
く
取
り
組
み
と
し
て
、旬
の

食
材
を
取
り
入
れ
、健
康
に
配
慮
し
た
料
理

や
食
べ
方
、食
事
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
学
べ

る
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、参
加

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
広
報
等
に
よ
る
啓
発

町
の
広
報
誌
な
ど
で
、健
康
教
室
の
案
内

や
、地
域
で
の
取
り
組
み
の
お
知
ら
せ
、ヘ
ル

シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
や
地
場
野
菜
の
紹
介
な
ど

色
々
な
情
報
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

ご
家
庭
で
食
育
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
食
育
に
関
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

食
生
活
改
善
推
進
員
の
養
成
な
ど
、食
に

こ
れ
ま
で
、家
庭
や
地

域
、学
校
な
ど
の
食
育
に

つ
い
て
の
取
り
組
み
を
紹

介
し
て
き
ま
し
た
が
、今

回
は
行
政
が
実
施
し
て
い

る
取
り
組
み
を
ま
と
め
て

み
ま
し
た
。

■
健
康
教
育
・
健
康
相
談

関
わ
る
団
体
の
活
動
へ
の
支
援
や
、保
育
所

や
幼
稚
園
、学
校
な
ど
の
食
育
に
関
す
る
取

り
組
み
へ
の
支
援
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、農
業
生
産
者
と
消
費
者
が
交
流
す

る
機
会
を
つ
く
る
な
ど
、住
民
の
皆
さ
ん
が

食
育
を
楽
し
く
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、そ
れ
ぞ
れ
の
所
管
で
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

■
食
育
推
進
計
画
の
普
及
啓
発

本
年
3
月
に「
第
2
次
健
康
く
み
や
ま

21
」と
合
わ
せ
て
、「
久
御
山
町
食
育
推
進
計

画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

「
久
御
山
町
食
育
推
進
計
画
」の
基
本
理

念
で
あ
る「『
食
』か
ら
広
げ
よ
う
豊
か
な
心

と
身
体
を
育
む
住
民
の
輪
」の
実
現
に
向
け

て
、計
画
の
内
容
を
普
及
啓
発
す
る
と
と
も

に
、住
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、目
標
達
成
に

向
け
て
今
後
も
様
々
な
取
り
組
み
を
し
て
い

き
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、自
分
の
健
康
や
食
生
活
を
見

直
す
こ
と
、久
御
山
町
の
旬
の
野
菜
を
知
る

こ
と
な
ど
、で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

健康くみやま21健康くみやま21
シリーズ

NO.93

食育の取り組み　～行政～
皆さんの食育を応援します

町
で
は
、町
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
高
齢
者

が
、保
険
診
療
が
適
用
さ
れ
な
い
、は
り
・
き
ゅ
う
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け
た
と
き
の
費
用
を
助
成
す
る

利
用
券（
平
成
26
年
度
分
、12
枚
）を
発
行
し
ま
す
。

助
成
金
額
／
施
術
費
の
う
ち
、町
と
施
術
所
が

各
１，
０
０
０
円
、合
計
２，
０
０
０
円　

利
用
方

法
／
利
用
券
を
施
術

所
で
使
用（
制
度
加
入

施
術
所
の
み
有
効
）　

申
込
・
問
合
せ
／
印

鑑
を
持
参
の
う
え
、長

寿
健
康
課
へ
。
代
理

人
の
場
合
は
代
理
人
の
印
鑑
も
必
要
。
※
5
月
以

降
の
申
請
の
場
合
は
、申
請
月
か
ら
同
年
度
の
3

月
ま
で
の
月
数
分
に
な
り
ま
す
。

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の

費
用
を
助
成

1歳8か月児健診（3月14日）で
見つけたかわいい笑顔です。
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矢形餅の神事

す
ま
い
ざ
ご
う
と
で
め
お

す
ま
い
ざ
ご
う
と
で
め
お

生
誕
お

地
区
名	

出
生
児	

父
・
母

地
区
名
　
夫
の
氏
名
・
妻
の
氏
名

　大
橋
辺
　　
山
口
　
　
洸
・
山
口
　
藍
子

　　林
　　
　
城
　
　
健
真
・
城
　
　
春
菜

　北
川
顔
　　
村
田
　
翔
一
・
村
田
　
玖
美

	

島
田	

田
井
　
小こ
ま
き巻	

貴
志
・
奈
保
子

	

田
井	

髙
木
菜な

な

せ
々
瀬	

洋
・
美
佐
紀

	

林	

西
野
　
茉ま
ひ
ろ央	

寛
・
知
聖

平成26年2月15日から3月14日までの受付分（敬称略）

下津屋の室城神社では3月6日、「矢形餅の神事」がおこなわ
れました。
奈良時代が起源とされるこの神事は、山城一円に疫病が流
行した時に聖武天皇自らが祈願のために下津屋に行幸し、室
城神社に弓矢を奉納したことに由来すると言われています。
ニンジンと大根のなます、目黒魚（サバで代用）、弓と矢の形
に切ったお餅を釣台に載せ、宮総代が担ぎ、宮司を先頭に神社
へ。悪病退散を祈願して奉納されました。

同じ日、野村の常磐神社では、鉢巻飯の神事がおこなわれま
した。高さ15センチ余りの円錐形の握り飯に細いわら縄を
巻いた「鉢巻飯」が本社と3つの末社に供えられました。
鉢巻飯の由来は、牛

ご ず
頭天皇（スサノオのミコト）のお告げに

より、「いつも頭に鉢巻を締めている気持ちで」勤めに励む尊
さを知らしめたことにあると言われています。三百年余り継
承されてきたこの神事は、時折雪が舞う中、今年も平安を願っ
て粛々と執りおこなわれました。

東一口の安養寺で3月13・14日の両日、春祭りの法要が執
りおこなわれ、集落に鳴り響く双盤念仏の鉦

かね
の音が春の訪れ

を告げました。この春祭りは、毎年彼岸入り前の土曜・日曜
日におこなわれます。
双盤念仏は、10基の鉦を並べ、独特の節回しで「南無阿弥
陀仏」などと念仏を唱えるもので、平成22年に京都府無形民
俗文化財に登録されています。
地区内の男性でつくる鉦講の保存会のメンバーが、奉納に
向け2月中旬から連夜練習し、伝統を受け継いでいます。

春のおとずれ、伝統行事厳かに

矢形餅を釣台に載せ、室城神社へ

握り飯に細いわら縄を巻いた「鉢巻飯」を奉納

婚
結
ご

鉢巻飯の神事

安養寺春祭り
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わがやの

まちの話題！ア・レ・コ・レ
明るく楽しい話題がありましたら、総務課秘書広報係へ
ご連絡ください。

公民館の年間講座「男の料理教室」の平成25年度の最終回
が3月8日、中央公民館の料理実習室でおこなわれ、16人が1
年間磨いてきた腕をふるって調理を楽しみました。
この日は、16人の受講者が田井秀樹さんの指導のもと、鯛
を包丁でさばいて「かぶら蒸し」や、「菜の花の肉巻き焼き」な
ど、手の込んだメニューに挑戦。試食会に招かれた奥さんは
「おいしいです。家で作ってくれるとうれしいのですけど」と
ほほえんでおられました。

60歳以上の人の学習を支援する「いきがい大学」が、2月
25日、中央公民館で開催され、223人が落語家	桂	福車さん
の「笑って人生」の講演に耳を傾けました。
桂さんは、元気で楽しく人生を送るため、「いつまでも好奇
心を持って、些細なことでも気づき、感激したり驚いたりする
ことが大切」と、ユーモアたっぷりの話術で参加者の笑いを誘
いました。この日は25年度の閉講式も兼ねておこなわれ、第
9回までに5回以上の講座に出席した248人に修了証が手渡
されました。

「人権ゆかりの地をたずねて」が3月14日、住民24人が参
加しておこなわれました。
これは、人権にゆかりのある史跡等を訪ね、見学して人権の
大切さについて関心、認識を深めていただこうと、毎年実施し
ているもので、今年は京都市内の「ツラッティ千本」、北野天満
宮、千本釈迦堂を訪ねました。
同和問題をはじめ人権資料を展示している「ツラッティ千
本」では、地域の歴史やまちの変遷、まちづくり運動の歩みな
どについて施設職員の説明に、参加者は熱心に耳を傾け、人
権の大切さについて認識を深めました。

第10回いきがい大学

人権ゆかりの地をたずねて

男の料理教室

田村　拓
た く と

士・彩
さ え

恵ちゃん田辺　寛
ひ ろ か ず

和・咲
さ ら

來ちゃん 内田　琴
こ と は

葉・彩
い ろ は

葉ちゃん
（5歳・5歳）（1歳7か月・3歳） （4歳・2歳）

笑顔が最高の 2人は、いつまでも、いつま
でも「わが家のアイドル」だよ。

これからも笑いの絶えない 2人でいてね。
元気に育ってね。 二人の笑顔が私たちの宝物だよ。

驚き、感激、笑って人生

人権の大切さ再認識

磨いた腕前、奥さんに披露

「ツラッティ千本」で施設職員の説明に聞き入る参加者
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町
で
は
、地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
、温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み
を
、

ご
家
庭
や
事
業
所
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
が
、役

場
な
ど
関
連
施
設
に
お
い
て
も
、久
御
山
セ
ー
ビ

ン
グ
プ
ラ
ン
第
3
期
計
画（
地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画
）に
基
づ
き
、削
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。具

体
的
に
は
、役
場
庁
舎
や
小
・
中
学
校
、保
育

所
、幼
稚
園
な
ど
の
公
共
施
設
で
、ク
ー
ル
ビ
ス
や
ウ

オ
ー
ム
ビ
ズ
の
推
進
や
冷
暖
房
温
度
の
適
正
化（
冷

房
28
℃
、暖
房
19
℃
）、照
明
機
器
等
の
節
電
、用
紙

類
の
使
用
量
の
抑
制
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
温
室
効
果
ガ
ス

の
総
排
出
量（
二
酸
化
炭
素
換
算
。以
下
同
様
）は
、

平
成
22
年
度
以
降
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す（
グ
ラ

フ
）。た
だ
、平
成
25
年
度
上
半
期
の
総
排
出
量
は
、

８
４
７
㌧
で
、電
気
、Ａ
重
油
の
使
用
量
の
増
加
に

よ
り
前
年
度
同
期
と
比
べ
て
16
㌧
増
加
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、上
半
期
の
総
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
料
金

は
、
６，
５
４
４
万
円
で
電
気
料
金
単
価
の
上
昇

等
に
よ
り
全
体
で
は
前
年
度
よ
り
約
８
５
７
万
円

の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
は
、私
た
ち
の
日
常
生

活
の
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
や
努
力
で
効
果
が
出
て

き
ま
す
。
ご
家
庭
や
事
業
所
で
も
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
町
の
セ
ー
ビ
ン
グ
プ
ラ
ン
】

役
場
庁
舎
や
小
・
中
学
校
、保
育
所
、幼
稚
園
、

（
公
財
）久
御
山
町
文
化
ス
ポ
ー
ツ
事
業
団
の
施
設

な
ど
町
関
連
施
設
の
事
務
や
活
動
等
に
よ
り
排
出

さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス（
二
酸
化
炭
素
、メ
タ
ン
、

一
酸
化
二
窒
素
等
）の
総
排
出
量
の
削
減
に
向
け

て
、照
明
機
器
等
の
節
電
や
用
紙
類
の
使
用
量
の

抑
制
等
の
取
組
を
実
施
す
る
計
画
で
す
。

〈
主
な
取
組
〉

・�

夏
と
冬
の
エ
コ
ス
タ
イ
ル（
ク
ー
ル
ビ
ズ
と
ウ

オ
ー
ム
ビ
ズ
）

・
空
調
の
適
温
化（
冷
房
28
℃
、暖
房
19
℃
）

・
昼
休
み
の
全
面
消
灯（
支
障
な
い
範
囲
）

・�

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
な
ど
環
境
に
配
慮
し

た
運
転

・
裏
紙
・
使
用
済
み
封
筒
な
ど
の
再
利
用

・
両
面
コ
ピ
ー
の
徹
底

皆
さ
ん
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
く
だ
さ
い
。

● 

エ
ア
コ
ン
で
減
ら
そ
う

…
冷
房
・
暖
房
は
、必
要

な
場
所
で
必
要
な
時
だ

け
つ
け
ま
し
ょ
う
。
外
出
す
る
時
は
直
前
で
な

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

く
、早
め
に
ス
イ
ッ
チ
を
切
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、長
時
間
使
わ
な
い
時
は
プ

ラ
グ
を
抜
き
ま
し
ょ
う
。

● 

炊
飯
器
で
減
ら
そ
う
…
炊
飯
器
は
保
温
を

控
え
、ご
飯
は
レ
ン
ジ
で
あ
た
た
め
ま
し
ょ

う
。

● 

電
気
ポ
ッ
ト
で
減
ら
そ
う
…
電
気
ポ
ッ
ト

の
保
温
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

● 

食
器
洗
浄
機
で
減
ら
そ
う
…
汚
れ
を
拭
き

取
っ
た
う
え
で
節
約
モ
ー
ド
に
切
り
替
え

ま
し
ょ
う
。
乾
燥
機
能
は
出
来
る
だ
け
控

え
ま
し
ょ
う
。

● 

お
風
呂
・
洗
面
所
で
減
ら
そ
う
…
お
風
呂

の
自
動
保
温
を
で
き
る
だ
け
止
め
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、シ
ャ
ワ
ー
の
時
間
を
少
し
で
も

短
く
す
る
努
力
を
し
ま
し
ょ
う
。

● 

洗
濯
機
で
減
ら
そ
う
…
洗
濯
は
、お
風
呂
の

残
り
湯
を
利
用
し
、ま
と
め
洗
い
で
洗
濯

回
数
を
減
ら
す
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

● 

乾
燥
機
で
減
ら
そ
う
…
衣
類
乾
燥
機
や
洗

濯
機
の
乾
燥
機
能
の
使
用
を
で
き
る
だ
け

控
え
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
／
環
境
保
全
課

温室効果ガス総排出量の推移

生
活
ス
タ
イ
ル
の
見
直
し
で
出
来
る

 

省
エ
ネ
ア
ク
シ
ョ
ン

　町では、地
球温暖化防
止と新エネ
ルギーの普
及促進を図
るため、太陽
光発電システムを設置する個人に
対し、その費用の一部を補助しま
す。
　対象／町内に所在する住宅に太
陽光発電システムを設置し、国の
補助制度（住宅用太陽光発電導入
支援復興対策費補助金）の交付額
の確定を受けた個人で、同補助制
度の交付額の確定通知日から1年
以内の人　補助金額／太陽光発電
システムの出力1kWあたり3万円
（上限10万円）　申請期間／ 4月
１日㈫から

問合せ／環境保全課

　町では、自治会や子ども会など
の非営利団体がおこなう新聞紙・
雑誌・段ボール・古布の集団回収
に対して補助金を支給しています
が、4月1日から補助金単価が１
㌔あたり5円に変わりました（改
定前１㌔あたり7円）。
　これは、町財政の支出を抑える
とともに、限られた予算内で今後
も当補助金制度を活用いただき、
一層のリサイクル化を推奨するた
めに変更するものです。
　皆さんの御理解と御協力をお願
いします。　　　　

　問合せ／環境保全課

太陽光発電システムの
設置に補助金

古紙・古布の集団回収
補助金

1㌔あたり 5 円に改定

( )

2,250

2,200

2,150

2,100

2,050

2,000

1,950

1,900

1,850

2,103

2,048

2,187

2,074

1,973

平成
20
年度

平成
21
年度

平成
22
年度

平成
23
年度

平成
24
年度
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環境保全のコーナー 4月のごみ・し尿収集日

町公共機関電話番号等

課別ダイヤルイン等
総 務 課 ☎ 631-9991/45-3922

somu@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

長寿健康課 ☎ 631-9903/45-3904
choju@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

075（632）5933

税 務 課 ☎ 631-9926/45-3908
zeimu@town.kumiyama.lg.jp

環境保全課 ☎ 631-9917/45-3907
kankyo@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5558

行財政課 ☎ 631-9992/45-3924
gyozai@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

国保医療課 ☎ 631-9913/45-3906
kokuho@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

住民福祉課 ☎ 631-9902/45-3902
jumin@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

都市整備課 ☎ 631-9961/45-3912
toshi@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

産 業 課 ☎ 631-9964/45-3914
sangyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

議会事務局 ☎ 631-9996/45-0105
gikai@town.kumiyama.lg.jp
075（632）3000

075（631）6129

学校教育課 ☎ 631-9974/45-3917
gakkyo@town.kumiyama.lg.jp

消防本部 ☎ 631-1515
shobo@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5382

上下水道課 ☎ 631-9987/45-3919
suido@town.kumiyama.lg.jp
0774（46）0086

会 計 課 ☎ 631-9932/45-3909
kaikei@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

社会教育課 ☎ 631-9980/45-3918
shakyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6129

図 書 館 ☎ 0774（45）0003
toshokan@town.kumiyama.lg.jp
0774（46）5690

久御山町役場（代表）　　　　☎ 075（631）6111/0774（45）0001　　075（632）1899

まちの駅クロスピアくみやま

健康センター いきいきホール

ふれあい交流館 ゆうホール

子育て支援センター あいあいホール

体　育　協　会（総合体育館内）

総合体育館

老人福祉センター 荒見苑

社会福祉協議会

中央公民館

御牧保育所
佐山保育所
宮ノ後保育所
御牧幼稚園
佐山幼稚園
東角幼稚園

☎ 075（632）2300　　075（632）2001

☎ 0774（41）3466　　0774（44）1199

☎ 0774（45）0002　　0774（46）5610

☎ 0774（41）2263　　0774（41）2283

☎ 0774（44）3700　　0774（44）2203

☎ 0774（44）3405　　0774（44）7801

☎ 075（631）0022　　075（632）3001

☎ 075（631）1000　　075（632）0031
☎・　 075（631）2475
☎・　 0774（43）2970
☎・　 0774（43）4906
☎・　 075（631）4531
☎・　 0774（43）8644
☎・　 0774（44）4966

3月1日現在  久御山町の人口  16,503人（男8,197人、女8,306人）  世帯数 6,786

燃やすごみ

月・木
佐古、新開地、佐山、籾池、
双栗、市田、鈴間、田井、荒見、
下津屋、下津屋サンハイツ、
島田、東島田、森、坊之池、
野村、村東

火・金

松陽台、サンタウン佐山、佐
山サンハイツ、栄 1．2 丁目、
栄 3．4丁目、ハイツ西宇治、
清水、林、西武西林、ミサワ林、
大橋辺、北川顔、藤和田、近
協パレス、中島、西一口、東
一口、相島、下津屋団地、東
佐山団地、久御山団地（17 棟
～29 棟前のごみ集積所）

水・金
久御山団地（3 棟～ 5 棟、7 棟、
10 棟～14 棟、34 棟～ 41棟、
43 棟～ 44 棟前のごみ集積
所）

燃やさないごみ

月
松陽台、サンタウン佐山、佐
山サンハイツ、大橋辺、北川
顔、藤和田、近協パレス、中島、
西一口、東一口、相島

火 佐古、新開地、佐山、籾池、
双栗、市田、鈴間

水 東佐山団地、久御山団地

木
栄 1．2丁目、栄 3．4丁目、清水、
ハイツ西宇治、林、西武西林、
ミサワ林

金
田井、荒見、下津屋、下津
屋サンハイツ、下津屋団地、
島田、東島田、坊之池、森、
野村、村東

リサイクルごみ
缶 類
ペットボトル
紙 パ ッ ク

び ん 類
発泡食品トレー
発泡スチロール

2日
（第1水曜日）

16日
（第 3 水曜日）

9日
（第 2 水曜日）

23日
（第 4水曜日）

使用済み天ぷら油

9日（第 2 水曜日）

※指定の場所に、油の入っていた容器
　等に入れて出してください。

し尿 くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はその翌日）に、
城南衛生管理組合☎ 075（631）5171へ連絡してください。

4月3日（木）
4月24日（木）

藤和田・島田・東島田・東一口（国道
1号以東）・森（国道1号以東）・森村東
（国道 1号以東）・野村・野村村東・佐
山・新開地・佐古・清水・林・市田・田
井・荒見・下津屋

4月4日（金）
4月25日（金）

大橋辺・北川顔・坊之池・森（国道 1
号以西）・森村東（国道 1号以西）・西
一口・中島・相島

4月9日（水）
5月1日（木） 東一口（国道 1号以西）
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日
約
6
0
0
本
以
上
も

接
ぎ
木
を
し
て
い
き
ま

す
。

　

育
苗
は
、
野
菜
農
家

か
ら
そ
の
土
地
に
合
っ

た
台
木
と
穂
木
の
２
品
種
が
指
定
さ
れ
、
作
付
け

時
期
を
考
慮
し
な
が
ら
、
種
ま
き
か
ら
始
め
ら
れ

ま
す
。

　

踏
み
込
み
温
床
と
は
、
稲
ワ
ラ
を
苗
床
に
混
ぜ

て
発
酵
さ
せ
る
こ
と
で
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
土

の
温
度
を
20
℃
以
上
に
保
つ
こ
と
が
で
き
、
苗
に

と
っ
て
理
想
的
な
環
境
に
な
り
ま
す
。

　

温
床
は
、
川
砂
と
堆
肥
を
混
ぜ
、
来
シ
ー
ズ
ン

の
育
苗
用
の
土
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
す
。つ
ま
り
、

皆
さ
ん
が
購
入
さ
れ
る
ポ
ッ
ト
苗
は
、
1
年
以
上

手
が
加
え
ら
れ
、
保
水
力
と
排
水
性
を
か
ね
備
え

た
最
高
の
育
苗
土
に
植
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
根

毛
が
よ
く
発
達
し
、
夏
の
暑
さ
や
乾
燥
に
負
け
な

い
丈
夫
な
苗
が
育
つ
の
で
す
。

　

良
い
苗
の
選
び
方
は
、「
太
く
て
硬
い
も
の
」
を

選
ん
で
く
だ
さ
い
と
、
生
産
農
家
は
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
購
入
で
き
な

い
時
は
、「
旬
菜
の
里
」
で
予
約
で
き
ま
す
。

　
（
今
回
は
、
北
藤
育
苗
組
合
の
ご
協
力
で
お
届

け
し
ま
し
た
。）

くみやま

⑨

野菜苗

ヘルシークッキング vol.183 鰆のポワレ ホワイトジンジャーソース

作り方

① 

②

③

鰆はペーパータオルなどで水気を
ふき取り、Ａで下味をつける。
にんにくは薄く輪切りにし、玉ね
ぎも薄くスライスしておく。
鍋にコンソメと水を入れ、火にか
けてひと煮立ちしたら玉ねぎを加
えて煮る。柔らかくなったら、牛
乳、生姜の絞り汁、Ｂの水溶きの
片栗粉を混ぜ、とろみをつける。

フライパンにオリーブオイルと薄
切りのにんにくを入れて火にか
け、香りがたったら取り出し皮目
を下にして鰆を並べる。白ワイン
を加え、ふたをして5分蒸し焼き
にする。
器に③のソースを流し、④を乗せ、
パセリを上に飾る。

④

⑤

この広報は、環境にやさしい植物インキ、再生紙を使用していますこの広報は、環境にやさしい植物インキ、再生紙を使用しています

伝
統
の
踏
み
込
み
温
床
と

接
ぎ
木
に
よ
る
優
れ
た
苗
づ
く
り

　

北
川
顔
と
藤
和
田
は
、
野
菜
苗
の
育
苗
が
盛
ん
な
地
域
。

「
根
付
き
が
よ
く
、実
の
付
き
が
よ
い
」と
評
判
の「
淀
苗
」
は
、

4
月
か
ら
5
月
の
出
荷
最
盛
期
に
向
け
て
、
今
、
農
業
用
ハ

ウ
ス
で
育
苗
さ
れ
て
い
ま
す
。

エネルギー
159 キロカロリー／１人分
塩分　　　　　  1.1 グラム

　ポワレとは蒸し焼きのこ
とです。鰆

さわら

の表面（皮）をカ
リッと焼き、白ワインで蒸
し焼きにすることで、油も
少量ですみます。

長寿健康課

　

北
川
顔
・
藤
和
田
地
区
で
は
、
大
正
7
年
に
北

藤
育
苗
組
合
が
結
成
さ
れ
、
現
在
で
は
11
軒
の
農

家
が
伝
統
あ
る
「
淀
苗
」
を
生
産
し
、
全
国
に
出

荷
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
区
は
、
か
つ
て
木
津
川
の
流
路
で
あ
っ

た
た
め
、沖
積
層
の
細
砂
土
壌
で
、水
は
け
が
早
く

稲
作
や
夏
野
菜
づ
く
り
に

は
適
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
夏
ま
で
に
収

穫
で
き
る
ナ
ス
や
キ
ュ
ウ

リ
、
ト
マ
ト
な
ど
の
野
菜

苗
づ
く
り
が
始
め
ら
れ
ま

し
た
。
よ
い
苗
を
作
る
た

め
に
研
究
・
努
力
さ
れ
、

「
踏
み
込
み
温
床
」と
い
う

土
づ
く
り
と
、「
接
ぎ
木
」

に
よ
る
病
害
虫
に
強
い
苗

を
生
産
す
る
方
法
を
確
立

し
ま
し
た
。

　

接
ぎ
木
作
業
は
、
台
木

の
葉
の
部
分
を
全
て
切
っ

て
、
別
の
品
種
の
穂
木
を

接
い
で
い
き
ま
す
。
熟
練

し
た
皆
さ
ん
が
午
前
9
時

か
ら
午
後
5
時
ま
で
で
1

●材料（４人分）

鰆 (50ｇ切り身 )

にんにく
オリーブオイル
白ワイン
玉ねぎ

４切れ

１かけ
小さじ 4

小さじ 4 強
1/3 個 (60 ｇ )

塩
こしょう

パセリ

小さじ 1/3
少々

適量

片栗粉
水

小さじ1と1/3
小さじ1と1/3B

A

固形コンソメ
水
牛乳
生姜の絞り汁

1 個
120cc
120cc

小さじ４

ハ
ウ
ス
の
中
で
の
接
木
作
業平
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